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蕪

入
試
は
五
月
に

予
算
な
き
新
制
大
誕
生

聯

稟
薯
の
警
饅
の
肇
の
暴
の隻
げ
とも
雪
べき
新
契
議
い
よー
六昌
奪
発

足
出
來
る見
通
し
が
つい
た
よう
で
あ
る
が、
今
まで
認
司
をう
る
こ
と
に全
力
を
あげ
て
いた
塑
刀の
新

制
大
学
で
はよ
う
やく
現
翼
を見
咀
ず
と
き齢
隔
の貧
困
、教
授
陣
の固
体
、期
待
出來
ぬ
國
蹴
予算
等
悩
み

は
つき
ず
わず
か
に地
元
の
寄附
に
よ
り
充輿
の
基盤
を
求
めん
と
し
て
いる
改革
は
甲
途
申端
で
終
つて

喧
は改
悪
に
なる
恐
れが
あ
る
、栄
あ
る
民圭
覆

爵制
度
の
電成
こ
そ
交化
日
本
への
第
一歩で
あ
る
(M
)

設
置
審
査
完
了
す

新
制
大
掌贈槻
委
髄会
で
は去
る
=
月

土
旬
の
鞘
一馨
公
私立
百
+
三綾
に
対

す
る
審査
決
定
に
つい
で
、醒
り
の
國

立
大
学
の全
部
と
公私
立
の残
部
な
ら

び
に
醐
回に
響
秀
保留ア
濠
つた
も
の

百
輔按
、お
よ
ぴ
一部
の
学離
だ
け
が

壁
春藻
留
と
な
つ
たも
の
十八
件
に
対

し
云
る
ヨ月
+
四
日か
ら
三
日間
に
わ

た
り
顔
八圓
総
会
を開
い
た結
果
、
左

の
通
り
合蟹
白
+
二校
(國立
六
十
七

公
立四
、
泓
立
廿
一、
そ
の他
二
、
お

よ
ぴ
前
圃に
一部
保留
とな
り
今
回
合

格
し
た
もの
公
立
二、
私
立十
六
)
不

合
絡
五校
、
お
よ
ぴ奎
色
保留
=
按
を

建

、痛

に
答
窪
た

こ
れで
廿
四
年
から
開
艘
の新
制
大

掌は
串講
校
二
百十
四
校
のう
ち
富

公
私
立あ
わ
ぜ
て百
七
十
三檀
が
舎

癬N
E十
九
檀が
承
合
絡と
な
り
審

査
傑留
二
校
(秋
田
六
学、
奥
京
文

政
大掌
)
を
残ず
の
み
とな
つ
た
が

こ
れ
らに
対
す
る鰻
後
飽響
査
も
近

日
甲
に行
わ
れ
る予
定
であ
る
、こ

れ
で昨
年
酸
立
芭れ
た
十
=校
と含

せ
ると
新
制
大掌
の
数は
合
遜
日
八

+
五校
と
な
つた

合
糟
梗

◇
■
立
北
濾
淵
(濫
交
、埋
、
医
、

工
、口
、
敢
膏
、水
薩
)
北薩
遡掌
顧

(掌
塾)
小
構商
科
(商
)鞭
畷
置
薩

(畜
塵)
舅
鯛
工藁
「工
)弘
醜
(敬

育
、保
、
文
理
」岩
蒙
(掌
購
.
工
、

農
)
輿
北

(
法
交
、
経
、
医
、
理
、
工

農
)
山
形

(
教
資
、
工
、
交
理
)
輻
鳥

(
学
塾
、
経
)
茨
城

(
敦
商
、
工
、
交

理
)
掌
都
宮

(学
馳
、
趣
)
齢
馬

(学

菖
、
医
、
工
)
塙
玉

(
交
理
、
敢
育
)

午
菊

(掌
塾
、医
、藥
、
工
歴
、
園
菖
)

東
察

(敢
育
、
法
、
交
、
経
、
医
、
瑠

工
、
農
、
敢
頚
)
菓
東
外
國
醐

(
外
國

醐
)
漿
京
掌
臨

(学
鹸
)漿
京
隔
碕
(焚

碗
、
欝
樂
)
聚
京
交
改

(
敢
習
、
交
、

理
、
趣
、
体
育
)
彙
某
工
簾
(
工
)
藁

京
國
立
女
子

(
交
、
理
、
摸
政
)
東
京

農
工

(趣
、
鳳
)
竃
氣
通
信

(■
照

通

幟
)
一
膳

(
経
、
蘭
、
法
、
砒
会
)
横

済
國
立
翁

鶴
、
儲
、
工
)
新
潟

(
敦

育
、
興

理
、
工
、
人
交
、
農
)
竃
山

(
改
青
、
工
、
藥
、
交
翠
V
金
沢

(
教

責

医
、
理

工
、
漿
、
法
交
)
騒
井

(
学
塾
、
工
)
山
梨

Ω
差
■
、
工
)
慣

州

(
敦
両
、
医
、
工
、
交
理
、
農
)
岐

寵

(
学
喚

展
)
麗

閥
(
敢
育
、
工
、
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交
理
)名
古
屋
(敦
育
、
交
、法
崔
、

医
、
理、
工
)
愛知
学
匿
9
蓋
彫
愛

知
工
藁
(工
)
三翼
£
手籔
、農
)
滋

賀
(学
菖
、
経
済)
京
都
(敬
育
、
法

交
、
騒
、
医
、
理
、
工、
農)
京都

掌
熱
(掌
響
東
都
工
腰
繍綻
(工"

搬
維
)
大阪
(交
、法
経
、
医、
理
、

工)
大
阪
外踏
(外
國舶
)
大
阪掌
脇

(学
随
).神
月
(数
脅、
法
、
経、
工

経営
、
交理
)
奈
良
学
臨
(学塾
)

奈
艮女
子
(文、
理
、
家政
)
和
歌山

Ω
苧凶
、
経)
島
取
0皐
猶、
堤

医
)
島根
(敢
岡、
文
理
)岡
山
(敢

南
、医
、
理
、法
文、
農
)匿
島
(敦

育
、
交理
、
工
、
政権
、
水
畜毒
)
山

口
(敦育
、
経
、
工、
文
理
、農
)
偬

島
撃
晒、
医
、
工
)蚕
川
(掌
臓
、

経
)
愛媛
(敬
南
、工
、
交
理)
高
知

(敢
蕾
、交
埋
、
農
)脳
岡
学塾
(学

藝
)
九
州
(敢
育
、法
、
交
、軽
、
医

理
、
工、
農
)
北
九
州
工
榮
(工
)

佐
賀
(敦
商
、
交
理)
長
碕
(掌
塾
、

掻
、
医
、藥
、
水
産)
熊
本
(敢
潤
、

匿
、
理、
工
、
薬
、法
文
)大
分
(学

圏
、
騒
済)
宮
崎
撃
塾
、
工、
農
)

麗
男
髄
(敢
青
、農
、
交
理、
水
壷
)

公
立
熊
本
ヌ
チ
(掌
塾
)松
担
農

科
(露σ九
州
園
科(歯
)兵
照齪
傑
展
)

瓢立

日
本
体濁
(然
脅
)聚
東
肺

掌
(繭
)
棄
京
竃氣
(工
)棄
北
掌
院

(交圏
)
案
北
薬科
(藁
)大
阪
塊
東

(経
)大
襲
次子
(護

)和
灘
女
子

象
政
)久
我
山
(工
)
縮
岡商
科
(商
)

学

團

砕

論

「い
」
かま
ず
第
】に、
蒙
椴
の成
績

に
氣
に
かけ
る
な
》学
友
が
五十
人
あ

つ
た
ら
、そ
の
甲で
四
+
番
くら
ゐ
の

威
績
が
鰻
もよ
ろ
し
い。
間
遁
つて
も

一番
に
な
らう
な
どと
思
ふ
な。
…
…

こ
れ
が
第
一。
つ
ぎ
には
落
第せ
ぬ
歳

カ
ンニ
ン
グし
て
も
、か
ま
はな
い
か

ら
、
落
第
だけ
は
せぬ
事
。
落
第は
、

噸生
お
前
の纒
に
な
りま
ず
。と
し
と

つて
お
前
が、
然
る
べき
重職
に就
い

た
時
、
人
はお
前
の替
の
カ
ン
ニ
ング

は
忘
れ
て
も、
落
第
の事
は忘
れ
ず
、

何
か
と
目ま
ぜ
拙
引き
、
うし
ろ
指
さ

し
て
笑
ひま
ず
…
㌔

つ響
に
一学
年
上
の掌
生
を必
ず
ひ
と

り
友
人
にし
て
肥
かね
ば
な
bぬ
。
試

瞼の
要
領を
聞
く
た
めた
。
さ
らに
も

う
ひ
と
り
同掌
年
の
義才
と
必ず
親
交

を
結
は
なけ
れ
ぱ
なら
ね
。
ノ
オト
を

賃
し
て
も
らひ
ま
た試
験
の
時
には
お

お劇
の
座
席の
ず
ぐ隣
り
坐
つて
も
ら

ふ
た
め
であ
り
ま
ず
。金
錠
の
貸惰
一

切
ま
か
り
なら
ん
。
「週
一回
学
友と

飲
め
。
それ
も
こ
ち
らか
ら
誘
ふの
は

まつ
い
。
向ふ
か
ら
誘は
れ
、
澁
慮々

じ
るや
う
に
心
掛
け
る
の
か
利巧
看

だ。
意
氣
込ん
で
鯨
じる
の
は
馬
鹿の

あ
わ
て
者
です
。

つぎ
に
は
女。
こ
れ
は漢
た
や
む
を褐

ない
。
た
膨、
あ
の
、自
惚
れだ
け
は

瞥戒
しな
さ
い
。
著
い
時
の
女遊
び

は
、
女
を
興ふ
の
では
な
く
、
自分
の

男
を
見せ
び
らか
し
に
行
く
ん
だ
か

ら
、
自
惚こ
そ
は
最大
の
敵
と
思
つて

ゐな
さ
い。
つぎ
に賭
傅
で
ず
。五
岡

だ
け
損し
て
笑
つて
帰
る
事で
す
。」

(太
宰
治
「新
ハ
ム
レソ
ト
」
)

こ
う
い
うよ
う
な
親切
な
思
告は
笈

を負
りそ
旅だ
と
う
とす
る
若
も
のた

ち
には
必
ず嘗
わ
れ
る
ので
あ
る
が、

間時
に
次
のよ
う
な
たぐ
い
のと
とが

い
ろく
な
嚢

や
新聞
に
叫
ぱれ
る

蹟代
で
あ
る。

「交
部
省
の予
郷
は
大
幅に
削
られ
た

もと
も
と
又
部省
の
要求
は
八
百
四+

億円
で
あ
つた
が
、
大
繭省
の
査是
で

ま
ず三
百七
十
五
億
円
に剛
ら
れ
、さ

ら
にご
ん
ど
の内
示
鴇
では
三
百四
十

四億
円
と
さ
れた
。
こ
のた
め
交
部省

が力
を
い
れて
い
た
私
学
に対
ず
る貸

i

付
金
は
全
額剛
除
に
な
り、
胃
英事
鰻

資金
の
九
ほ
円増
額
要求
は
、
逆
に四

億
五千
万
円
に減
ら
さ
れた
。
こ
のた

め本
年
度
の
新墾

用ほ
不
能
にな
る

学生
の
ア
ル
バイ
ト
が
よう
や
く限
界

に衆
て
い
る今
日
、
そ
して
ま
た
現に

学隼
麿
の
憂代
が
は
つ
きり
現
れで
い

る今
日
こ
の
措硬
は
何と
し
て
も逡
憾

であ
る
。
交部
省
が
宣簿
し
て
い
た学

校財
政
法
も
予算
が
認
めら
れ
な
いた

め
お流
れ
にな
つた
。
敦
萄の
機
会均

等
の理
想
は
日
一日
と
失
わ
れ
て
い

る」
(大
阪
朗
日三
月
二六
日
饒
)

と
ころ
で
こ
Σ寮
攣
邑
山
隙
、
加茂

の清
流
の
案
権
麗
ず
る
、自
治
と
自

由
の姦

京
都大
掌
に
は
、今
年
も全

國
の各
地
から
新
しく
千
苓
日
名
の

「ン
ユウ
サ
イ
」が
入
掌し
て
來
たo

鷺う
と
希
望
を
胸に
ふ
く
らま
せ
、
め

ぐ
まれ
た
京
都的
な
環
麗の
甲
で
勉学

を
ずる
r
塗
いな
い
●

雷
生
や
あ氣
持
の
好
い活
瀦
な
歩
き

やう
を
しで
ゐ
る
な
あ。暑
聚給
へ
。

あい
つ
等
の行
く
方
へ附
い
て
行
か

うo
濃
い
ビイ
ル
に
彊い
煙
草
。
そ

'
れに
化
粧
をし
た
鰻
と云
ふ
の
が
、

己の
註
文
だ。

展
駅の
処
女
ち
よ
い
とあ
の
蜜
竺
さ

ん蓬
を
御
覧な
さ
い
よ。
誰
と
で
も

御憂
際
の
出巫
る
立
尿な
方
な
の
に

女
中の
跡
なん
ぞ
に
つ
いて
行
っ
て

ま
あ、
な
ん
と云
ふ
恥曝
し
な
購
で

せ
う
沢
プ
ア
ウ
ス
ト
第
一部
闇
門

の前
)

さ
ら
に京
都
大
学学
歌
は
うた
う
。

九
重に
乾
ぞ匂
へる

千
任め
都
にあ
り
て

そ
の土
を
朝踏
み
し
め

そ
の禦
を
夕仰
げ
ば

密雲
は
極
みは
る
か
に

吾
等の
眼
を迎
へ

昭
る日
は
光り
た
だ
さし

吾等
の
唱電
に
映
る

遊
寛
バス
は
今日
も
観
光客
を
緬
載し

や
かて
キ
ヨ
ート
大
学
を数
多
い
「京

の
名
所」
の
喝つに
加
えか
ね
な
い勢

で
産
つて
い
るの
だ
が
、わ
れ
く
は

谷
口
善大
郎
が名
作
「清水
蝿
風景
」

の
甲C
樹存
の
ハイ
デ
ル
ベル
ケ
U紫

水
明
の地
キ
ヨー
ト
に
つ
いて
何
を韻

ろ
うと
し
た
か
ーそ
れ
は
一'+
年
も蘭

の
こ
とご
あ
つ
たー
を
思
い出
そ
う。

そ
う
して
「大
勤法
」
の
波
浪の
甲
ご

大
学
は
?

「大
学
の属
機
は
ふ
つう
矛
の財
政
面

に最
も
い
ちじ
る
し
く
あら
わ
れて
い

る
と
解ぜ
ら
れ
て
おり
…
例
えば
昨
年

の
響
天
学
高
璽
職酋
組
合
は
つい
に
罷

業
の
手段
に
訴
え
るこ
ど
を決
し
、特

r
東
大
職
紹
の
氣鏡
の
有志
な
ど
は
街

頭
に
出て
闘曇
費
金
の
寄附
を
京
都市

民
に
求め
る
に
至り
…
つ
いで
晩
秋
に

ア
メ
η力
人
文
科学
看
團
がわ
が
國
を

訪
れ
、
マー
チ
ン博
士
を
晒長
と
ず
る
一

一行
と
寒

万面
の
人
文
科学
界
の代

嚢
者
たち
と
が
東都
大
掌
で会
議
を催

し
た
席
上
、
東大
の
二
人
の教
授
は
、

お
の
く

毎
月
約
一万
円
の嘩
給
を
受

け
'
い
るが
、
:・も
つて
いか
に
日
本

の
λ
掌
敦授
の
待逼
が
諏
く
その
生
活

瓶
態
が
低
い
か
訴
え
た
の
で
あ
る
。」

(蓮

萎

の肇

暫
鑑

=
昌

万
)

撃

武
厳
川
学院
π{子(学
納)関掌
院
～政
、

交
)
相
模女
子
(学
醤
)共
立女
チ
(騨

政
)
箆
浦
工藁
(工)
昭
和女
子
(掌

圏
)
清
心女
子
(掌
塾
V四
南学
院
(学

菖
)
擁
爾
工榮
(工)
善
隣
(商
)
椙

田
反
子
堂幽
(家政
)

三
百
四
十
億
に
削
減

文
部
予
算
復
活
成
ら
す

昭
和
r十
四
任
度交
敢
予
算墜
求
額
六

百
億円
は
経済
九
原
則
の線
に
溜
つ

て
、
さき
の
大
蔵省
藁
で
大
旧
に
縮

少
わず
か
三
薗
八+
一臆
円の
套
配を

受
け
たが
、
これ
への
対
策と
し
て
省

議
の結
果
、
復活
翼
求
四
十五
億
円
を

禰宗
し
た
が
、
先星
一十
二
日発
表
の

内
示
案に
よ
れぱ
さ
ら
に
三十
七
憶
円

を
削藏
さ
れ
三
百四
十
四
鰹
一千
万円

に
迄縮
小
し
た
、こ
れ
に
ょ
ると

τ

一、私
学
予
算と
し
て
は
さ
きに
交
部

省
で八
・四
億円
を
要
求し
た
の
が
「

全面
醐
に
剛
除さ
れ
、
それ
に
対
し

て提
出
し
た
復活
要
求
とし
で
緯
宮

細貸
付
金
お
よび
翅
物
懐旧
賢
金
が

それ
ぞ
れ
噂鷹円
、
=
億七
千
万
円

査建
さ
れ
た
のが
ふ
た
」ぴ
全
面
的

に削
藏
結
れ
、経
営
難
に悩
む
私
掌

の復
翼
、
軽営
を
し
て
僚
機に
直
面

せし
め
て
い
る

一、
青英
会
疑
は大
骸
箆萱這
の
十
三

億
が九
億
に削
減
さ
れ
た結
果
、
師

短
覆
鵜
費
護

釜
、大
学
院
萄

別
研糞

は
全
く
停止
さ
れ
、

大
学轟
肇

は
書
通
り奮
用ず
れ

ぱ　
け
の
　の
ぬ　
に
し
か　ち
な

購
灘
猛

に
なり
・
藻

ぎ上
り
に
上撃

査

生
活貝
と
倍
額
に贋
加
さ
れた
授
藁

料
、
その
他
の
蜜
蜆欺
勢
と
にら
み

合
せて
、
妙藍

済々
ほ
さ
ら
に悲
麗

の
一路
を
辿
るで
あ
ろ
う

}、
新
制
大学
実麺
買
と
して
は
製
求

学
生
政
治
活
動
取
繍
り
か
?

学
鑑の
政治
活
勤
に
つい
て
文部
省
で

は
先
般
の次
宙
通牒
で
、
学
椀
の政
治

的
甲
立
性と
掌
内
秩序
を
乱
した
か
否

かは
具
体的
に
事
輿
に基
き
各学
校
長

が
そ
の
買任
に
お
いて
決
窟
擶蕨
ず
べ

き
で
あ
ると
通
遙
した
が
、
つた
え
関

く
所
に
よる
と
そ
の後
学
生
の政
治
活

動
の
熾
烈化
が
予
想さ
れ
る
に至
つ
て

疑
畿
が
多
いの
で
、近
く
敦
員
の政
治

蕩

の齪

と

も̀
π改
め
て痘馨

聡
で
あ
り
、政
治
活動
の
場
で
あ
つて

は
な
ら
ぬか
ら
、
掌校
と
し
ては
酸
治

困
甲
立
性を
保
持
す
るた
め
に
塾園
の

秩
序
を
纏持
ず
る
必
要が
あ
り
、搬
つ

て
こ
の
秩序
を
乱
すが
ご
と
霞
黛生
の

轄
摺
勤は
許
す
べき
で
な
い
とす
る

百
で
誇

薩

先の嚢

一喋
と
同
綴【、あ
り
今
後の
成
行が
注
目

さ
れ
る

"関

知

し
な

い
倉

京
大
当
局
者
談

これ
に
っ
いで
京
都
大
掌松
本
補
講謀

昆
は
「そ
んな
通
知
は全
熟う
けて
いゆ

な
い
、
先
日
も巣
束
へ行
つて
い
たが

そん
な
詰は
初
耳
で
あ
る、
も
しく
る

のだ
つ
た
ら
そ
の
苓
ち
にく
る
だろ

弓
」
と
語
つた

ー
ー
購

鷲睡
難
於籠
墾

三
高
大
い
に
入
る

目
立
つ
高
校
生
の
進
出

0
)松
江
(
一三)
姫
絡
、=高
、
四

島
・大
奥
各
同二
)講

・
岩
(鍵

【

=

)
肖
経
、
大
外
(
各
八
)
佐
賀
(
六
)

竃
山
(
五
)
五
高
、
甲
閑
、
七
高
、
松

出
、
秘
本
、
高
知
、
松
田
経
、
長
艇
、

慶
師
(
各
四
)
成
隈
、
熈
岡
、
脚
軽
予

瀞
箋

各
三
)海
兵
(六
)
陸
士V
)

鷹
掌
部
匪
学
料

三
高
(
=
一四
)
後

江

(八
)
絵
山
(
七
)
大
阪

(
七
)
六

高
(
六
)
四
轟
(
五
)
八
高

(
五
)
瓦

知
(
五
)
万
高

(
五
)
富
山

(
四
)
厳

島
(
四
)
姫
略

(
四
)
甲
南

(
=
暫)
新

潟

(
三
)

[高
特
艘

(
三
)
浪
高
(
「
)

山
口
(
一曽
)
蟄
本

(
=
)
そ
の
他
高
校

(五
)
医
大
予
科

(
三
)

纂
掌
科

=
'高

(七
)
六
高

(
五
)

四
鳥

(
【.')
大
阪

(
二
)
七
高

(
一一)

鐙
底

(
二
)
そ
の
他
属
校

(
六
)
藁
曜

(
九
)

瑠
掌
酪

(
=

一九
名
)

=
一高
(
}

=
)
六
轟

(六
)
大
阪

(
五
)
四
醐
、

匿
島
、
田
口
(
四
)
七
商
、
顛
路
、
鍛

汀
、
高
知

(一r
)
そ
の
他
貫
校
Ω

七
)

泥
寓

(
}9ゴ
)
藁
医

寵
(
五
)
属
師

編
集
員
募
纂

京
都大
学
新
入掌
生
(選科
、
聴

認
生を
禽
む
)で
新
聞
編韻
に
興

味と
黙
灘
を有
ず
る
方
より
左
記

翼
贋
によ
り本
紙
編
繁員
苔
干
名

を暮
輿
し
ます

}、
■誤鱗
受付
四
月
十
八日
よ
り

廿
六
日
まで

一[、
作
交
提出

三、
面
厩
四月
廿
八
日仁
酬
Lr時

よ
りロ

な
お
群
細
は本
計贋
附
ま
ご

(四
)
軍
出身
(二
)
その
他
(十
二
)

屋
学
部
(一六
六
名
)
ご
高
(十
一

叢
灘
聾
蝋湘塑

五高
、
田
口、
甲
醐
(=)
そ
の他
高

槻
(十
二
)京
粥
農
、
=-
農
(八)

大阪
農
、
愛鍵
農
(ヨ
)鳥
取
農(四
)

京
臓
(八)京
工単
(五
)題
出
身(七
)

そ
の他
(二七
)

閣
錘

俊鷺

綴

小

山

斐有
新 版

B
7判
上
製

ポ
ケ
ット
型

ハ

法

講

本
年
一月
一日現
在
で
飼
要法
令
四九
件
を
整哩
し
、
ポ

ツ
ダ
ム宣
言
。英
交
憲
法
・注
令
}六
七
四
件を
分
類
表

示せ
る
「國
法
の
くみ
た
て
」を附
誠し
た
最
新で
廉
僕
で

利
な

・

・

六
法
で

る

白
線
浪
人
も
受
験

新
制
大学
の
入
献は
予
算
の正
式
決
定

に
よ
つで
定
員
が確
認
さ
れ、
置
に
暮

餐

輿が
発
表
遠れ
、
官
立は
五
月
十

七
日
頃ζ
一+
日ず
曹
の
一扇
に
分
け

で
気
賦
を行
う
こと
に
な
る饗
鴨で
あ

る
、
ζれ
が
実
現ず
れ
ぱ
二蟹

騨
の

機
会
に憲
ま
れ
るわ
け
で
あ
る、
全
團

の
新
制嵩
校
卒
徽生
、
旧
制高
縦
、
翼

間
差
桝の
一年
隼羅
了
看
が
Uせ
い
に

「こ
の
門
に穀
到
し
、ス
猷
は櫓
当
激
烈

を
冒
わ
める
も
のと
思
わ
れ
る、
し
か

も
一万と
い
わ
れ
る旧
制
高
校
卒榮
生

や
、
三年
生
在
学
田も
餐
鹸
隈
の
旧

制
を
ま
つよ
り
は新
制
大
掌
の方
沸
慶

至
だ
と
いう
の
で
受験
職
勢
を
髄爪し
て

い
る

F
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研
究
費
も
危
し

 二十
四
年
度
京
大
予
算

嵐
藤

灘

済
掌
部
の発
褻
を
最
後と
し
て
全部
蕾

をあ
け
た
、出
身
校
別
の内
わ
けは
左

の通
り
で
、各
幽蔀
と
も高
校
出
身宿

の進
出
が
めざ
ま
し
い
、な
か
んず
く

一ご高
は
各
掌部
に
お
いて
ト
ヅ
プ
を占

めて
い
る

法
学
郁
(一二
七
名
)
=爵
(=曽

五
)六
高
(二四
)
大阪
(一,六
)四

ほ
　ニ
　
　　
お　
ま
　　と
ゆヤ

難

謳

肚
外翼
(眉
)岬
戸
外
廓
(四
)
同志

肚
女
廓
(三
)
その
他
(
「七
)

交
掌
部
一・高
(=四
)
麺路
(九
)

大
阪
(八
)四
高
(六
)浪
高
(六
9

冨

(六
)霧

興
六
)
六
嚢

)

樫
山
(五
)東
西
師
(五
)
五高
(四
)

富田
(四
)弘
醐
(四
)
松
本(四
)穏

江(三
)高
知
(三
)
属

(≡
)覆

一

その
他
(=二
)女
聯
(
一憶
)
廻科
蟹

り
(十
九
)な
お
女
子掌
生
は
こ
一苔　

工
攣
酪
(一一.七
七名
)
7
藁
八
の)

六高
(三
九
)姫
路
(=
六
)綴
江
黛
一

四
)大
阪
(【二
)
高
知
(
}九
)四

護
2
八
)
松山
(
一七
)富
山
分

六
)七
高
(
一〇
)
浪
遼
(九
)
監
扇で

(八
)八
高
、
田
只
七
)甲
異

)

属
岡
、松
本
(四
)五
高
、新
潟
(胃)

高
校
その
他
(}四
責
工
曜
(　O
)

軍
出
身
(六
)
矛
の他
(=
五)
{

一纒
酒
学酪

六
轟
(一・四
)
浪
還
舟ご

漿
大
の
二十
四
辱度
予
算
に醐
し
て
は

さ
き
の
縦済
九
原
動に
基
く太
競
省
の

創
除
に
より
新
灘
研究
廓
塑
開贈
は
不

可
鮨
と
なり
、
9
リノ
＼
現
欺綻
持
と

い
つ
た
所で
あ
り
、詳
細
に
関し
で
は

文
部
省
にて
目
下
ふり
あ
て
甲で
あ
り

今
年
匿
は
旧制
京
大予
算
、
新
制蒐
大

酸
立
費
、
三高
の
予算
が
京
大
予算
ζ

し
て
來
る
ので
昨
牢
より
膨膿
す
る
見

込
ぐ
あ
る
が、
そ
の
甲三
高
は
現在
の

】一}年
生
を
対象
と
す
る旧
制
高
校は
別

途
会
計
が行
わ
れ
る
隊懐
て
あ
る、
予

算
の
中
人
件費
は
大
学の
予
算
蟹位
と

交部
省
の
賢料
輿
綱
に藻
い
て
劇査
甲

で
あ
り
、
物件
費
と
して
の
研
究費
は

昨年
の
麹
一割
増
し
とな
る

露
語
謂
習
会

ソ
ゥ
望
ト

蔵駿
踏
蕪
論
粋

る
こと
に
な
つで
い
る
、申
込
は
同協

会
に盧
穫
行
えば
よ
い

末
川
民
遂
に
総
長
墨

諾

立
命
大
崩
壊
よ
り
救
わ
る

一的交
渉
に
入
った
、
理翼
会
蓬
職
の

あ
か
つ
き
には
そ
の盈編
不
司能
で
あ

り
、
教
授師
も
動
揺
し、
立
命館
は
崩

壌
の
庖
機
に
さら
さ
れ
る
わ
け
で
あ

吻
、
や
むな
く
禾
川氏
は
総
長受
藷
を

行
っ
た
もの
で
あ
る

"
経
営
は
理
口
に

一任
"

末
川
総
長
糠

こ
れ
に関
し
未
川
氏は
次
の
ごと
く
諾

つ
た「と

う
と5
氾
い
つ
めら
れ
てし
ま
つ

た
、経
営
上
の
間暉
鳳理
購会
に
全

買
任を
負
つ
て
もら
う
こ
と
にし
・
一

私
は敢
掌
上
の
間
■
にの
み
皇力
を

一
注
ぐ
、
この
間
題
は立
命
館
ξ
薗
一

立
命館
総長
をめ
ぐ
つて
く
ナ
ぶ
り
つ

ず
けて
い
た
末川
間
■ほ
、
四
月
一一日

つ
い
に末
川氏
の総
畏
受諾
と
と
も
に

一億解
決
の
湿
ぴと
な
っ
た

ず
な
わち
一二月
二十
一日
総長
公
遽
に

お
い
て圧
国
的
支
持を
も
つて
末
川
氏

が
当舞

結
果
、改
投
会
、騨
籠翼

総
観
擁
鰻
懸

て
の懇
望
に
、
さら
に
立
命嶋
理
購
会

は
も
し最
優
の
憂沸
に
お
いて
就
任
摂

否
さ
れれ
は
嚢

襲
ず
る旨
の
決

韻
を
なし
、
灘
表
をと
り
ま
と
めて
騨
一

灘
員
会
に提
出
し
たま
」一百
夜鯉
製

京
大
バ
ツ
ヂ
決
定
す

京
大
同
萎
で

轟
は
バ
ッ
ヂ図
案

を
公
募
甲で
あ

つた
が
一一月
来

せ
ん
こ
うの
結
果
多
数の
窪

品
の

朗
か
ら
法
掌部
舅
回
生玉
円
勝
莫君
の

図
躍
が
入澗
し
四
月十
臼
頃
には
剛
学

会
指
定
バ
ッヂ
とし
て
買
出
され
る
予

定
で
あ
る値
段
は
嘲個
三
十
円
であ
る

の
み
に
止・
姦

掌
・
書
掌
の
訪

叢

肇
・覆
藷

轟

間
霜
で
あ
る
醐欺
で
は
掌
間
は
}体

誰
の
鱈
にあ
る
か
と
い
」た
い
」
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京
都
大
学
入
学
者

一
覧

il

I
il
i
レー
ー

【上
】

生
を
打
って
一丸
とし
、
独
蓬
剛法
冥

の上
提
を
阻止
せ
んと
の
田
明
講を
邊

り、
こ
の反
禰
と
して
、
各
大
掌教
授

陣
の
皮
対運
動
が
統
「化
さ
れ
さら
に

括
瀦
化
され
て
い
る

高
按
と
名が
つ

く
と
新制
闘
校

の
簿

が臼
酎

を
窃
い
た幅
子

を
か
ぷ
り街
を
潤
歩し
姶
め
たと
こ
ろ

をみ
る
とへ
　
　
とそ
の
つ
く　
よ
　

祇

園

で
教
育

復

制
肇

の表

(差
窒
)
が謡

を

興

公
聴

会
開

く

鷺

駕
瀦

蹄
嚇
罷

講
甜

四
月
琶
日夕
五
時
より
紙
園
欄栄
校
で
百
料
辞
輿で
も
引
けは
分
か
る
こと
だ

大
掌
法
渠対
策
京
都地
方
協
瀬
倉差
簡
か
ら
か
れ
これ
と
せん
さ
く
しな
い
こ

.の
下
に
警
護

公曇

が
開
かれ
た

と
」ず
る
か・
と
に
かく
あ
の璽
自

京
大
敢
授松
井
濯
、
櫻田
一郎
、棄
大
体
は
あ
まり
ス
マ
ート
な
剛
象
准あ
た

誓

鐘
奏
箋
嚢
難
繋
ザ蓬
瀦

}く
り
鐘

う
氏
の司
諺

よ
,薫

是

ス
下
ト
に
撃
る
と
し奮

最

弁
を
ふ
る
い、
京
都
市繭
聖
團
の演
調
.も
イ
ン
テリ
ゼ
ン
スを
持
つ
て
いる
と

級
竹
映
画
「畏
屋
紳士
録
」
を鑑
買
し
信
じ
て
い
る大
学
生
がか
ぶ
る
もの
だ

一て
会
を
終
つた

と
い
う
先入
感
が
ある
か
ら
であ
る
・

茜
傑
の
掌宅
服
に
角剛
を
か
ぶ
つた
姿

古
島
助
敬
授
声
明
,

は
ま
さ
に近
代
日
本の
後
濫
監
のシ
ン

累
ス員
掌部
助
教
返
型
皿つ

ポ
ル
と
兇
ても
差
交え
な
い
ごあ
ろ
う

さ
る
一月寵
大
農
掌部
古
島
助敢
授
に
ア
メ
リ
カの
鼠入
さん
が
こ
の姿
を
日

よ
り
醗
掌部
学
生
に発
せ
ら
れた
大
掌
本
陸
軍
の服
装
よ
りも
つ
と
、、リタ
リ

法
基
反
対
爾明
旨
にた
い
し
全
整
以、
テ
ィ
ッ
クで
あ
ると
騨
し
た
そろ
で
あ

全
職
饒
、る幸
主
を適
じ
、
勤
労層
に
る
が
、
激♂
に
明
漕の
営
僚
猶成
所
と

ロ一た
い
し
て
よぴ
か
け
、反
対
遙動
を
膜
し
て
の
幣剛
天
学
の逡
物
で
あ
る▼
愚

開
せ
よ
と
の四
明
に呼
鳳
し
て
塑大
喪
近
巌
諭
して
か
どう
かは
知
らぬ
が
角

助
敢
授
薗は
全
國
敢
職鱒
学
生
にた
い
帽
や
制
服を
警
けな
い
学
些
が大
分
あ

し
大
掌
の
自由
を
守
り、
さ
ら
には
交
る
、
こ
れは
「学園
の
秩
序
」を
乱
ず

化を
救
う
こと
が
掌
聞に
從
菖
♂る
も
も
の
か
も知
れ
ぬ
が、
何
と
い
つて
も

のの
最
大
買勝
で
あ
り、全
敦
職鰍
掌
瀾
在
の
経済
嚇
惰
の影
響
も
ある
だ
ろ

う
が
、
あの
幅
子
をか
ぶ
る
こと
に
プ

ライ
ド
を感
ず
る
より
も
む
し
ろ照
れ

妻

憲
じ
姶
めて
い
る
の
では
な
か

ろう
か
、着
し
そう
だ
と
して
も
大
掌

に
対
ず
る
「ほ
う
とく
」
で
もな
け
れ

ぱ
「軽
べつ
」
で
療
い
、
それ
だ
げ

新
し
い濾
融
が大
掌
生
の
間
に穿
生
え

つ
つ
ある
の
だ
▼何
も
幅
子
をか
ぶ
る

か
ぶら
ん
で
人
を判
別
す
る
つも
り
は

な
いが
、
掌商
に対
ず
る
塙え
苓
や生

鍵
し大
学
を
蛍か
った
から
と
い
つて
蝕

いで
先
鯉
の所
へ
帽
子
を愉
り
にく
る

よう
な
旧
制新
穴党生
か最
も
ポピ
ユ

ラー
な
禦
㌦律
在
し
てい
る
の
だ
から

帽
子
屋
も
しば
ら
く
は賓
心
し
で.角
帽

を
つく
つて
い
い
だ
ろう

日
露

主
護

舞

ー

臥

黙
幾
騒
撃
窄
)誠

鈴
木
武
雄

・
謡

関
根
憶
郎

・
労
働
潭動
・無
衛政
党
兜
(上
)

闇崖
尿
百
壽

ρ
震
卑危
槻
の
成立
と
爽
展
(上
)

★基
礎
適諄
の
倣
隊
的究
明
・共
同研
究
の威
果
"

1白 日
1棘 ●細

r

B
6
三
一〇
頁

高
坂
正
顕

定
償
二=6
四

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
から
サ
ル
ト
ル
へ

下村
寅
太
郎

自高
口

出舅

文

化

佐

木々
現艘

然

類

饗
諮

庫
小パ
西ル酬

影

 

バ
ルザ
ツ
ク

興
田
巽
訳

哲

学
女

子
シ
キ
ン

躍
泡
般

界

佐
木々
彰
駅

型

学
世

ホ
フ
マ
ン

石
丸
隙
夫

麗

配
船

仏
教
に
於
け
る有
の
形
而
上
学

グ
リゴ
ロヴ
ィッ
チ

不
仕
合
せ
嶺
ア
ン
ト
ン
近
刊

風

流

滑

稽

認

抄

一〇
〇円

ニ
ュ
シ

ン
ゲ

ン
商
会

九
〇円

ポ
リ

ス
・
ゴ
ド
ノ
ブ

七〇
円

カ

ロ
i
風
の
幻
想
曲

丸
講
舅
訳

近
刊

堂女弘

田
辺

元

櫨
刷出
来

哲

学

入

門

鐸撰
鰻

現
代
史
への試
み

躰

時
代
区
分
の成
立
根
拠
、,㎜瓶隔

轟
灘
蟻

鯛藝
鵬薩
礁
難
懐舞

鯉

鯛
霞

雛
翻

牌
蠣
近
代
思
惟
の
挫
折
A
5
葬
蹟

●振
替漿
東
}六五
七
六
八番
邊料
各
二
〇円
・

房

肌離

書

駆
摩筑

綿　

毒
永
#
荷
風
・
志
賀
鷹
哉
・
谷
岡
潤
一
郎
・
正
宗
白
鳥
謂
酬
幣
貼

租殿顧 夢

饗
日
本
小
説
大
系

日
本
現
代
文
学
七
〇
年
の

作
品
に
よ
る
文
学
史
ー

牧
載
作
家
約
二
百
名
ー

廉
償
普
及
の
新
企
画
1

第
一
回

螢

一
護 曇回
伊
縢夏
整 目

鳴・●●●■

雑漱叢
菰

舞灘
」草わ版本.枕 が個1髄

・盟占=

灘萬

 

志
賀
直
哉

鴫
緩
}.蟹
輪
灘

L

・
シ
醤
タ
イ
ン

猪

木

正

道
訳

♂

肚
会
の
概
念

ε
運
動
法
則謹

本
循
は
ドイ
ツ
肚
会科
学
の創
嬬看
で

あ
る
シ
轟タ
イ
ン
の古
典
的
名著
で
あ

る。
國
謬
婆

・嚢

備

騎
性
の割
挾
に
お
いて
痛
烈な
分
析
ζ

行
う
と
共
に、
共
西キ
義
の
包彪
ず
る

危
隙
と脆
錫面
へ
のロ
告
に
おい
て
新

鮮
な
麹
興的
嵐
睦を
有
つ
現
代の
嬰
講

に
癬え
る
も
の
。

駄すす書
斬 目鄭交京区畜ホ助臨糊

'

講
霧
澱
羅
翻
騨

雛
麟
馨
霧
織
轍
響

鯉
発売中

霧
難

鮒
葎
潮
鰍

鑛
著
籟
賊

鋸
.陥゚。幽

仁

日

本

経

済

の
安

定

ε
恐

慌

鋤

日あ
讐

ど奏
?髪
罰
残
撒
}爲亭
あ
楚
禽
物
は
伽

　汐
見

コ
郎

財

晒
小
島
昌
太
郎

金

あ
る
かな
い
か
。
こ
も笥
の間
題
に
対ず
る
唯
一の縛
合
的科
.一的
研
列の
結
晶
か本
醤
だ。

、

高
田

保
馬
杜
会
主
義
経
済
学
入
門

政

学

入

門

融

論

入

門
側
=
6
円

迭

一一五円

償
三
〇
円

迭
置O
円

竺

五
〇円
.

送

遷
五円

柳 〔○醐 ●

廣 文
噺

.
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隔
「

法
肚
会
学
の
立
場

実
定
法
解
釈
学
へ
の
批
判

5鵬弱191鵬巳ll髄llll"巳1111,

一 涜 律 譜

"量6191胆随1臆髄"麗1巳1鵬綿「

石

一

いま
鶏

一千
五
百

中
前
ロー
マ
に
おい
て
つ

くら
れ
た
十
=表
法
は
、

慧
蛍
発
腰
の歴
史
の
匝

酌
て
凄璽
な
意
味
をも
つ
て
いる
こ
と

は
今
さ
らい
う
まで
滝
る
ま
いo
も
ち

ろ
ん
、
それ
以
削
の盲
代
支明
肚
会
に

お
い
て
もい
ろ
い
ろQ
旗
交
法が
存
在

し
て
いた
が
、
十
=表
法
の
厭立
と
と

も
に
贈ま
つ
た
法解
釈
掌
は
、そ
の
後

の
世
島瞳
民
族
の法
屡

活
にさ
ま
ざ

ま
な
彫糟
を
輿え
、
つ
い
に今
日
の
よ

う
な
塗触
職
掌
の墜
髪

もた
ら
した

の
で
あ
る。
そ
こ
で
鷹
但
掌と
い
え

ば
、
とか
く
か
よう
な
法解
釈
掌
を
指

ず
も
のと
考
え
られ
る
傾
向が
あ
る
の

で
あ
る。
だ
が
、
法醤
と
いう
も
の
が

肚
会
憲
の
辱
和唆
繧
梼
し
公共
の
薩

祉
を
保
睡ず
る
た
めの
手
磯
であ
る
こ

と
、
そ
の
磁豚
で
は朕
序
の
表現
で
あ

り
、
健
つて
そ
の
横序
が
硲
られ
た
露

合
に
そ
の鉄
序
回
禰の
た
めに
裁
翔
の

よる
べ
窒規
搬
で
あ
るこ
と
を
おも
え

仏、
そ
れ
も東
た
当然
で
あ
ろう
。
そ

こ
で
法
簿釈
掌
で
は
、法
律
かど
の
よ

う
な
嵐
豚を
も
⊃
てい
る
か
を成
涜
の

墜か
ら
導き
出
ず
こと
が
課
題と
な
る

の
で
あ
る。
も
少
し
具
体
鮒
に
い
え

ば
、
法
錘上
人
4
はい
か
な
る場
合
に

ど
の
よ
う
な鯉
和
があ
り
義
務
があ
る

グ

か
を
抽
象
的
一般
晒
に、
「隙購
巽
問

題
を
な
なれ
て
、
法繕
の
文
露
から
解

釈
す
る
ので
あ
る
σと
こ
ろ
C
この
解

釈が
愛
当で
あ
る
かど
う
か
は
、冥
際

の訴
訟
に
おい
て
具
捧晒
な
事
件
にあ

て
は
め
た
履
台に
、
七れ
に
よ
つて
現

実
にみ
ち
びき
昌
さ
れ
る当
融
歯筍
の

圭活
麗
係
が
、当
該
壮会
の
李
和
の維

餅、
公
共
の醐
磁
の
輿現
に
か
なう
も

ので
あ
る
かど
う
か
に
よつ
て
竈ま
る

ので
あ
る
。
だか
ら
それ
が
杜
会
の奉

和
、侮
耐
に矛
眉
ず
る
よう
な
場
含に

感
℃そ
の
齢釈
が
鰻
当で
な
い
ので
あ

る
●こ
の
ζと
は
、
法蹴
の
解
釈
にお

いて
は
た
だ
浅交
欝
のう
ち
に
の
みぞ

り
駐当
性
の准
一の
槻衡
を
虞
瓢し
て

唯
9●8膝.一指認隠
婁●
嶋..儒鱒累:●開
一・』暗

oo

"

ー
着
い
人た
ち
の臆
考
お
よび
表
用
に
は、
明
噺
、飽

購
奉
購
と
いう
傾
同は
全
く
兜ら
れ
な
い●

物山
尊
璽
民
"
ヱ,
セイ
の
一鰍で
あ
る6
この
よ
弓な

暴
は
物
山
氏ば
か
りで
は
な
い
σ外
匪
交
学
をや
,
た人

々
がし
は
し
は日
本
人
の叩
に
指
摘し
て
い
る鳶
で
あ
乃o

亡
して
そ
れ
を
糟う
竹
山氏
の
コ
,
ゼイ
は
?
と
い
う
と

こ
れは
確
か
に旧泌
「明
噺ご
あ
る
。
新
刊
「濡
か
れ
た人

々
鞘と
い
5
ヱ
,ゼ
イ
唾
を涜
む
と
、少
く
と
も陽
本
の
交

縛跳
紳疑
の
磁範
で
♪
ると
こ
ろ
の
緊鷺
鷲
塾
欝な
と
こ
る

び
な
い●
こ
の
遮
には
穏川
摩
氏
O
「繋
跡
⑳
イ
エス
」
を

、看
とし
で認
り
れる
「樹蛾
一を
晦
のと
し
て
、大
曜
嵩

馬
の
巳本
と
ド
イ
ツの
艮
環
を
驚
判
し
た
「凋
かれ
た
人

々
}麩
下
《崩
が
絶め
ら
れて
い
る
。ど
れ
も
網
磁な
分
析

と
バ
ラ
ンス
の
と
れた
鷺
戚
ー喪
開
に
よ
つて
、
現代
の
解

明
を
梨
そう
と
して
い
る
。
その
明
晰
さ
ひ、
堵
によ
つ
て

疏蕊
を
令く
再
つて
硬
る
こと
な
あ
つ
たと
し
て
も●

し

こ
ζe
な
人
聞
に分
ら
な
いも
の
、
把
渥出
硬
な
いも
の

、、
なぜ
廿
ら
な
いの
か
と
いう
主
騒
の
展開
に
よ
つて
分

ゆせ
よう
と
ず
る
.
慮つ
て
箆れ
ば
一噛
の亮
知
率義
的
㈱

もと
も
醒え
る
に
ろう
。
せし
て
、
竹
山氏
の
こ
れら
の
ヱ

,
ゼ
イ
が、
な
ぜ
小緯
と
呼
なれ
て
は
いけ
な
い
の
か?
と

雌
わ
せ
る
こと
さ
えも
る
。
ず
ると
、
あ
の
アラ
ン
の
一節

が
浮
ん
で
繁る
の
写

-

小
撹と
い
う
もの
な
、
乍背
が
出
癩
るだ
げ
豊騒
人

物と
と
も
μ戦え
、
玄じ
、
能う
か
ぽ
り
そ
の人
物
にな
り

」る
ζ
と
こあ
る
o

弓田
氏
の
ヱ
ッゼ
イ協
㌣
た
とえ
は
「高
校生
氣
暫
」を

」じ
な
か
ら
、そ
し
て
、そ
の
甲
に沢
山
の
ヱ
ピソ
ー
ド
を

ざし
確
み
な
がひ
も
℃
漢し
て
闘
樫生
自
体
にな
る
こ
とほ

76
い.
傍
観
謹こ
か
り
、罐
察
穏
であ
る
.
剛史
家
で
あ
つ

て
も侮
窯
で
はな
い
。
と
ころ
が
、掌
生
を
疲
いな
が
ら阿

.げ
二氏
の
「把ぼ
ろ
皮
の藷
」
(新
朗
一「局
号)
と
な
る

と
亡
の点
大
璽
なち
か
いで
あ
6
●こ
の
小
親
のギ
人
公
も

.,モ
ぐ渉
り
「演
か
れ
た人
々
」
の
「人
で
あ
る点
は
同
じ

な
んτ
郁
.

本

雅

男

は
な
らな
い
と
いう
こ
と
を
濾蕨
ず
る

の
であ
る
。
だ
が
もと
よ
り
薮は
横
序

で
あ
るか
ら
、
法
囲偽
の
うち
に
費当

庄
の
根拠
が
当
然あ
る
轡
だと
い
ふ
こ

と
も承
認
ざ
れ
ねぱ
な
ら
ぬo
範
つて

法
の
綬当
な
嵐
蕨内
容
は
法
交露
の
う

ち
に
萎現
さ
れ
て
い
る笛
であ
る
。
だ

が
、
そう
だ
か
らと
い
つ
て、
濫
交
醤

か
ら
この
愚
胱
内容
を
徹
9出
ず
た
め

に
は
、症
の
機
閥
を窯
悶
して
解
灰
し

て
は
霧
曽な
結
説
をひ
き
だ
ずこ
と
が

で
き
ない
の
で
あ
る。
そ
の
灘味
で
は

法
の
要当
監
の
製
勘は
法
文
露の
う
る

に
あ
ると
共
に
外
にあ
る
と
いえ
る
の

で
あ
る。
法
解
駅
掌の
課
置ほ
ζ
④
要

当
陛
を讐
又
を
遺じ
て
把
凡
るこ
と
に

あ
る
ので
あ
る
。
だか
り
か
よう
な
要

当
性
を据
う
も
のと
し
て
愛
ら
れ
た

法
の
命題
は
、
そ
の法
の
踏
用の
結
果

に
お
いて
は
、
つ
ね
に融
会
生活
の
季

和
と
緬誼
の
保
岨
に役
立
北
ねぱ
な
ら

ぬ
。
その
瀧
威
に
おい
て
、
濫騨
釈
掌

に
と
つて
敵
会
は
あ北
か
も
実職
蟄
の

よ
う
な
もの
で
あ
る。
融
会
の理
性
、

砒
会
晒
規鰍
聾
賜
に合
致
し
な
い解
釈

は
、
い
か
に形
式
鹸理
飽
に
糟緻
を
面

め
完
謄
准期
し
て
も
、饗
す
る
に無
便

雁
な
膠
諭
に過
ぎ
な
いの
で
あ
るσ
何

故
な
ら
は、
底
は
も
とも
と
か
よう
な

杜
会
的
規脚
慧
瀕
の表
瑠
で
な
くて
は

な
ら
ぬ
から
で
あ
る。
ず
な
わち
融
会

全
般
が
自ら
の
規
纐
とみ
と
め
るか
ら

こ
そ
.
法は
そ
の
肚
会に
掲
いて
妥
当

ず
る
の
であ
つ
て
、
砒会
が
承
認を
拒

む法
が
融会
に
要
当ず
ると
い
うこ
と

噂オ
盾
でな
け
れ
ば
なら
ぬ
。
にも
か

かわ
ら
ず
、か
よ
う
な法
も
法
なる
那

ゆえ
に
霧
当ず
る
と
葛え
る
な
らぼ
、

それ
は
本
聚法
と
み
と
めら
れ
な
いも

のが
、
たま
た
ま
購
奥上
の
力
に
よつ

て
あた
か
も濫
で
あ
る
かの
よ
3
に肚

会
に承
認
を強
い
る
と
共に
℃
そ
の耶

巽
上の
力
に
ょつ
て
そ
れを
哩
制ず
6

も
のに
ほ
かな
ら
な
い
ので
あ
る。
そ

れは
翼
に
法ぞ
も
な
げ
れぱ
、
薦
の童

味
にお
い
て議
の
㊧雪
怪
を
攣

る

も
の
で
鞄
な
い
。
だ
か
ら
法
騨
撃
煙
は

阻
"

爵
鎚
。
●}
臆
・}°罪
静
翰
甲
一."
闘
響

蟹
に
塗交
露
の交
理
的
麓理
的
解
釈
の

み
かち
鰻
騒
困結
曲
を
ひ8
だ
す
こと

は
で
宕な
い
ので
あ
つ
て
、幣
に
そ
の

法
の
親僅
ず
る
肚会
そ
れ
自体
の
甲
に

あ
る
融会
的
瑚鰯
意
a
の
澗察
を
通じ

て
、
これ
と
醐
和ず
る
解
釈
をし
な
け

れ
ば
なら
ぬ
の
であ
る
.
だか
ら
も
し

か
り
に
、か
よ
うな
甦
会
鮒測
範
鷺
臓

と
ど
う
しで
も
購
和し
得
な
い滝
味
内

容
だ
けし
か
ひ
き出
ず
こ
と
ので
き
な

い
よう
な
法
交
があ
る
と
ずれ
ば
、
そ

れ
は
形式
的
に
は
法
ζし
て拝
在
し
て

い
て
も
、ず
で
に輿
弦
飽
には
法
と
し

て
の
律在
埋
由
を喪
つて
い
るの
で
あ

つて
、ま
さ
に
改廃
さ
る
ぺき
濾
命
の

も
と
に
あ
るも
のな
の
で
あ
る。
(か

よ
う
な
法規
の
解
釈学
上
の取
放
い
に

つh
て
は蜘
著
餐

賞
任
の班
究
」

に
鮮
齢
した
の
で
いま
こ
れ
を省
く
)

=

と
こ
ろで
敢
会
飼規
璽
璽
■の
把
漉

が
撰
騨
釈掌
の
離
蹟で
な
け
れば
な
ら

ぬ
と
ず
れば
、
そ
れは
愚
皐
露
騨釈
単

目
鯵
の
固凋
の
課
瞳で
は
な
い。
そ
こ

で
こ
の
課題
を
担
うも
の
は
何か
と
い

え
は
、
それ
が
法
敢会
学
で
あ
るo
法

敵
会
掌
は.
だ
か
ら
.現
輿
の
肚会
に

お
い
て
何が
轟
飾
魍
に瀧
会
鱈
規鰭
と

し
て
承
認さ
れ
て
い
るか
と
いう
こ
と

の
探
究
を固
膚
の
誤題
と
ず
る
ので
あ

る
"
こ
こで
は
い
かな
る
内
容
を規
脳

と
し
て
みと
め
る
べ
8か
と
いう
償
値

判
断
で
はな
く
て
、
鮭会
生
活上
何
が

還
碍に
規鯵
と
し
て存
在
し
て
いる
か

遊
発
飽
ず
るの
で
あ
る.
そ
の発
見
の

た
め
の
手が
か
の
ない
し
瓢
材と
し
て

は
、
融
会
に現
存
ず
る慨
沓
、輿
諭
な

ど
は
を
の最
も
凋
力な
も
の
であ
る
。

何
飯
な
らは
、
法
は
古い
時
代
から
人

の々
生
活慣
葱
の
う
ちに
雷
し
胃ま
れ

て
きた
の
で
あ
つて
、
十土
湊
塗
の
よ

う
な震

交法
形
駅
以離
は
も
と
よ

り
の
こと
、
そ
の後
に
お
いて
も
新だ

な
慣鯉
が
畿
多
の法
の
形
成
の地
盤
で

あ
つ
たこ
と
はあ
ま
ね
く
立
証に
難
く

な
い
から
で
あ
るo
騰
史
蔽
掌舐
が
接

の
痩
当の
鰻
勘
とし
て
成
交
法
より
も

慣
留
法
を幽
覗
し
たの
も
か
よう
な
理

由
に
よ
るの
で
あ
る。
自
黙
滋掌
派
は

一面
に
おい
て
は
歴史
法
掌派
の
論
甑

で
あ
るが
、
法
の
愛当
の
破
画を
成
法

以
外
に
もと
め
た点
で
は
、
あた
か
も

共
同
の職
腺
に
立
つの
で
あ
る。
だ
が

現
異
の
枇会
生濫
と
い
つ
て
も、
人
々

の
崖藩
蟹
圏な
ら
びに
形
謄ほ
さ
ま
ざ

ま
で
あ
つて
、そ
こ
に
得
在ず
る
慨

習
、
輿論
と
い
う
もの
も
具
誇
に
は

必
ず
し
も
一檬
で
なく
、
イ
デ
オ
ロギ

ーを
異
にず
る
こ
と
によ
つ
て相
矛
麿

す
る
か
たち
で
あ
らわ
れ
る
こ
とも
膨

く
な
い
。
そζ
で
いつ
れ
が
翼
に砒
会

的甜
鋤
澄
議を
揖
うも
の
で
あ
るか
と

い
う
興断
が必
璽
とな
るの
で
あ
る。

法肚
会
掌は
ζ
の騒
合に
お
いて
も
、

あく
ま
で
債値
舞

を燈
け
て
、ど
こ

寂
で
も
移
在の
諭
理
匿し
た
が
つて
そ

れ辱
の
う
ちに
就
会
飽必
鐵
を
掲3
形

鎗を
徽
察
し、
こ
れ
にも
と
ヨ
いて
右

の劉
冠
を
しな
け
れ
ばな
ら
ぬ
。だ
か

ら法
融
会
学鳳
その
槻医
に
お
いて
、

耐
会
の
歴田
飽
発
展
のう
ち
に
これ
を

貿
い
て
稀在
ず
る
甦
芸囲
必
然
の法
則

の冊
撮
を前
搬
ず
る
ので
あ
る
。と
こ

ろで
法
就会
掌
は
あく
凍
で
箋

で

あつ
で粛騨釈
望
で
はな
い
。
だ
から
自

らの
結
舗
か墜
ち
に
解釈
掌
の
髄論
と

なる
も
ので
は
な
い
。だ
が
前
にも
の

べた
よ
う
に、
そ
れ
は解
釈
学
に
対し

て
、あ
た
かも
實
験
が興
え
る
粁
明
を

握
供ず
る
ので
か
る
。
その
滝
味
にお

り、傷
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≡解 醗 ≡　 ロ

、lll幽1巳1●■鴨酬 贈邑18

去
る
二
月
一日
、大
学

底
嘱
対
粛大
阪
地
万脇

團
会
が
結
欣さ
れ
て
以

硬、
大
掌
醸

は
そ

の
観廼
遍
に
発
霞し
、
今
や全
國
的溜

動
に
まで
農
開
され
よ
ぢと
し
て
い
る

日
本
の掌
問
と
甑
祠の
億皿憾
はこ
の
大

掌
法
素
に欝
剛舵旧
に表
現
され
て
い
る

の
で
あ
る、
遇
去
の日
本
の掌
閥
と
故

湾
が
一部
の
も
の
匿握
ら
れ
およ
そ
民

業
と
は縁
還
い
も
ので
あ
つた
、
國
立

大
掌
法
鰍定
の
趣
旨が
象
牙
の聴
を
繍

し
開
き民
衆
の
画
を大
学
に反
映
さ
せ

る
と
いう
殴
り
に
おい
て
誰
も輿
諭
は

　

な
い
であ
ろ
う
が
その
反
映の
さ
ゼ
方

が
、
さ
きの
大
掌
法試
寓
に
よる
な
ら

ぱ
全
くの
内
外漢
か、
ボ
スの
手
に
掌

間
を
淵
られ
て
しま
う
膨険
が
あ
る
、

文
赦
予篇
が
本
年
匿総
予
算の
わ
ず
か

四
・九
%で
あ
る
とい
う
聡男

い
か

に
敗
職
後の
特
殊
朗肚
会事
情
に
あ
る

と
は
い
え、
総
予輝
を
嚴
轡
に分
析
す

る
こ
と
にょ
って
この
謎
は解
か
れ
る

の
で
あ
る

販
大
理
馳蔀
渡
潮
研究
竪
の「簾子
力
」

研
蓼

イク
ロ
ト
ンは
隼
韻+
万
円

の
予
算
では
「原
子力
』
ど
ころ
か
、

「木
材
嘘燥
」
の
研
究で
お
茶
をに
ご

し
て
い
たり
、撃

綴
の
覆動
性
冥

験
」
で
有名
な
菊
漕博
士
の
研
究塞
で

イ
モ
の
乾燥
を
研
究し
て
い
る扇
実
、

こ
う
い
う掌
園
の
荒麗
彊
り
は阻
に
阪

大
に
止ら
ず
、
全國
の
穴
掌
研
究所
の

一股
的
理象
な
ので
あ
る
、
こ
の堕
問

の
鴬
機
か立
命
館大
学
獲

丞
川博
士

の
辞
任
問題
を
葱
き起
し
、
同
氏を
し

て
「私
掌の
危
機
は冒
掌
に
通ず
る
、

一体
堂
間は
誰
が
爲
にあ
る
」と
い
わ

に肉
ず
けら
れ
て
一、大
学
の
肩龍
お

よ
び
組織
につ
い
て
二、
嶺
嘱
に
つい

て
三
、
財政
に
つ
いて
四
、
私
掌に
つ

い
て
五
、法
業
公
表
に
つい
て
の五
城

自
よ
り
成
る
「共
回
プ
ログ
ラ
ム」
と

な
り
、
繭
原聚
大
総
畏
、今
村
阪大
総

大
学
法
新
段
階
に

危
機
に
立
つ
学
問
ε
教
育

し
め
た
ので
あ
る

この
間
に
あ
つて
大
学
塗
間題
が教
南

復與
審
の
甲心
を
なし
て
裂
々
の眼

削
に淳
ひ
上
つて
き
た
ので
あ
る
、爵

初の
=
大
方
針
「陳
轟
類似
の
も
の
に

反対
」、「滅
凝の
即
時公
開
」
は
さら

畏も
こ
れ
に同
調
ず
る
にい
た
0
、京

大
にお
い
て
も経
債
掌
部を
贈
め
ζし

続
と々
じ
て有
志
敢
授
薗ほ
起
ち
より

つ
、あ
る

昨
年十
月
文部
省馴よ
り
示
遠れ
た
大掌

法
の輿
質
は
二十
以
上
の
法案
に
分割

し
C
全
睦
一に題
出
δれ
る
こ
と
が鱒

え
ら
れ
て
お
り、
そ
の中
法
躍
内容
の

翔明
せ
る
もの
は
「大
掌
講

薦幽
法

案」
と
「学按
財
政
法
窺」
の
二
つで

も
つと
も
閥題
と
な
る
町理
機
騎
を定

め
る
「大
学行
政
法
凝
」は
い
まだ
全

然公
開
さ
れて
い
な
い

一刀掌
生
側
の反
対
渾動
は
大
阪
にお

い
て約
四
千
の政
騒
自箋
生
を
結
束せ

し
めた
三
月
+
=百
の
総厳
記天
会、

廠
都
にお
け
る四
月
三
日
の敗
茜
覆
翼

公
彫
会=高
の四
月
一日か
ら
の
固盟

登
校鶏
、
日
闘局
畏
を
して
「掌生
は

伺
を潟
鹿
な
願
をや
つ
て
いる
の
か
、

蛸
手
にす
る
が
い
」六
阪大
新
聞
ー二●

二
三
)と
激
昂
せし
め
つ
」、
闘
畢
は

盛
0
上
り
⊃
」
あ
る

一　

し
かし
な
瑳

肩
留
暴

は今
2

誕
階
に
入
つた
と
免な
さ
れ
ねば
な
　̀

ら
ない
、
あく
ま
で
大掌
法
の
み
に圃
一

碧ず
るこ
と
は溜
勝
の頭
打
ち
を坐
ず
一

お
それ
が
あ
り・
塑
朗
か
ら
鑑
麩

}

も
二倍
に
引
ヒげ
ら
れ
よう
と
し
て
い
一一

る
瑚在
、
さ
き
にも
並
ぺた
ご
と
く路

般
の敦
陶
の
一般
的
危
機
に対
ず
る
の

ろ
し
を燃
O
さ
ねは
な
らな
い
、
掌問

と
敦
陶は
謡
の
爲の
も
の
か、
翼
に
華

和
を
愛ず
b
も
のは
眞
に
学問
と
教
肉

交
化
一股
を
愛
ずる
も
の
であ
る

い
て
踊
宿は
帽
扶
けて
滋
の
正し
い
解

釈
と
蓬
尉を
期
す
るわ
け
で
あ
るo
こ

の
一方
を欠
く
と
きは
法
輩
掌は
本
硬

の
慎
命
から
遊
墜
ず
るの
で
あ
る。
法

解
釈
学
が
この
よ5
な
兜
解
の
もと
に

その
固
有
の
課
題
の
解明
に
向う
と

ぎ
、
こ
れ
を駄
会
学
的涜
解
駅学
と
よ

釈
は
同
隠
に逼
用
を
予想
す
る
こと
か

ら
、
そ
の
抽象
鮒
な
繕諭
が
、
珊巽
の

訴
訟
に
際し
て
な
さ
れる
具
体
胞な
医

解釈
に
あ
た
つて
、
国
ちκ
具
体
的個

別
鮒
な
も
の
と岡
「覗さ
れ
る
こす
れ

は
、そ
れ
は
笹し
く
な
い、
何哉
な
ら

属俸
飽
な
事翼
は
鹸
樹
にい
え
ぱ個
窪

飽
一回
性
困な
も
の
であ
り
、
た
また

塞
類型
上
閲
一な
煽蒼
にお
い
て
もそ

れが
存
在
ず
る肚
会
そ
のも
の
の
騒礫

「件が
異
る
と
琶は
、
ンの
臨望興
は必
ず

しも
同
一の耶
巽
と
ほ
いえ
な
い
から

であ
る
・
そ
の憲
啄
に
おい
て
蟹
駅は

異体
鮒
に
は
冥陶
嘘
罰
麹飽
な
行爲
で

あ
り、
聴
極
にお
い
て
必然
に
お
け
る

自
由の
輿
現
であ
る
。
(拙
親
「私
法

解
釈の
論
壇
」参
幅
)
。だ
が
法
解
釈

掌
をか
よ
う
にみ
る
こ
とは
、
法
の解

一釈
と遡
用
を
混岡
ず
る
も
のだ
と
いう

論
稻が
あ
る
か
も知
れ
な
い。
だ
が
そ

れ
は正
し
く
な
い。
法
肚会
掌
の
立麗

は
むし
ろ
こ
の区
別
を
みと
め
つ
つ
も

聞
魯の
内
面
當
運関
を
重嵯
ず
る
ので

あ
る。
機
斑
を
構成
ず
る部
分
昌
は
そ

れ
ぞれ
の
個
別醐
な
畷
能
をは
た
ず
た

め
に疲
備
的
に充
分
雨
綴正
確
に
つ
く

ら
れ
ねば
な
らぬ
。
だ
が絶
立
て
ら
れ

藻

が
肚
会
にと
つ
て迷
感
な
も
の

で
あれ
ば
、
奥ず
る
に
無
盆な
も
の
で

あ
る。
抽
象
昭な
法
騨
釈
掌
的修
練
は

下
手
をず
る
と武
書
修
曝
とえ
ら
ぶ
と

こ
ろ
がな
い
。腕
ぶ
し
は
猫く
な
る
か

危
瞼
が凸める
o
蔽至
上
宅
蓄と
い
う
こ

と
は、
人
が
法観
に
奉
佳
ずる
た
ぬ
に

串摺
を犠
粧
にず
る
こ
とで
は
な
い
。

法
吐会
掌
は
そ
のレぢ
な
面で
は
法解

釈
掌
に対
ず
る勤
判
囲
契
槻
を含
んで

い
る。
だ
か
ら
法戯
会
学
は
法圏
概念

の
定
義か
ら
出発
し
な
い
で
、そ
の
敵

会
飽構
題
の
分稀
か
ら
出
発ず
る
の
で

あ
る
o
(肇
轡
は大
阪
大
学
該交
掌
面

敦
擾
)

誇

な欝
葉
の
やり
と
σ
にな
つて
い

つ
て酪
つた
。
そし
て
こ
の
よう
な
論

畢
の
段階
か
ら
出発
ず
る
こ
とに
よ
つ

て
、
いか
に
多
く
の油
炉
的な
イ
ン
テ

リ
ゲ
ンチ
ユ
ア
が問
題
の
正し
い
把
棚

を
妨
げら
れ
た
こと
で
あ
ろう
か
。
問

囚ぼ
あく
ま
で
輿践
の
課
題と
し
て
拠

起
せら
れ
解
決
せら
れ
な
けれ
ぱ
な
ら

な
い。
「諭
響
の顎
一朗
」
にお
い
て

閤
麗
はか
」
る
形
にお
い
て提
起
せ
ら

れ
た
ので
あ
る
が、
こ
の
繍が
第
【朗

か
ら
とき
起
し
て
いる
こ
とは
、
論
畢

の
厩
の意
義
を
知る
上
に
お
いて
礪
め

て
遡
切で
あ
る
と
いい
え
よう
9

読
書の
う
ち
に
はこ
の
繊
物が
昭
和

十
=
年
に発
行
せら
れ
た
圓
じ魑
名
の

霞
吻
の改
訂
版
で
あ
るこ
と
を知
つ
て

い
る
人も
あ
ろ
う。
諭
畢
の
第
二窮
に

お
い
て発
行
せ
ら
れた
旧
鰐
にお
い
て

習
看
は
その
キ
カ
を
「労
農
汲
」の
批

判
に
お
いて
い
κ
。そ
の
結
果な
か
に

は
梱
書
が
「腿
摩
蹟
」の
立
賜
に立
つ

と
考
えて
い
た
人
も
少く
な
か
ろう
。

事
冥
著
看
臼ら
謙
壷
に自
己
批判
さ
れ

て
い
る
よう
に
、
当時
に鞘
け
る署
者

の
見
解
は多
分
に
「艇略
蟹
」
に影
翻

ぜら
れ
て
いた
。
け
れど
も
墾

のず

べて
の
設
階に
お
い
て箕
距
へ
の
砂廉

恥な
螂
切
のた
め
非
科
字的
な
デ
マ
ゴ

ギー
を
鼓
し
で
硬
た
「労
農
派
」を

謡

擁

蒜

倣
雛
罐

α
諺

座
舐」
の
見解
に
影
響
され
る
こ
とは

止
む
をえ
な
いと
勾
え
られ
る
ので
は

な
か
ろ∋
か。
敗
職
後
の今
日
に
お
い

て
さ
え、
労
働願
稔分
裂
のた
め
形
を

変
えて
ひ
つ
こく
再
生
西
ざれ
づ
、
あ

至
労
農
舐」の
誤謹
を
掬
摘ず
る
に当

つ
て
、か
つ
て
調
座
恢
の
諸氏
が残

し
だ
理論
の
う
ちに
は
批
判
飽に
綴
取

δ
れ
てよ
い
多
くの
藁
纈
が
菖ま
れ
て

い
る
。そ
れ
の
みで
な
い
。旧
署
の
発

行
以
璽十
年
余
天豊
制
プ
ア
シズ
ム
の

残
虐
な鋪
庄
に
抗し
て
糧
纏
を続
け
ら

れ
て
硬た
著
者
は
改副
さ
れ
霧

で

「認
塑依
」
に
対ず
る
鋼
判
飽見
地
を

確
耳
し
、
「殴
と
砥
賃を
オ
電れ
て
い

る
の
こ
ある
。

で
は
「遡
町
眠
」の
い
か
な
る点
が

批
判
的
κ樋
取
せ
られ
う
る
籠績
で
あ

り
、
い
か
な
る
点
が
誤
謬
で
あ
る
の

か
、
それ
に閏
す
る彊
喬
の
見解
こ
そ

わ
れ
われ
の
鰻
も知
り
た
い"
栖
で
あ

る
。
こ
のわ
れ
われ
の
希
盟は
本
潜
の

簿
四に
おか
れ
た附
諭
「趨
監
理
諭

に
対
ず
ろ著
看
の鞄
解
」
にお
い
て
あ

る
鑑

さ
れ
る。
こ
」
で詳
細
κ
触

れ
る
こ
は̀
こ
きな
い
け
れど
も
、
蕃

霜
は
「議駆振
」の
冥
績
とし
て
次
の

三
点
をあ
げ
て
い
る。(
})
日本
に
お

け
る
地
ギ飽
土
地
肱揖
制
の
聖封
翅
鮒

窪
箔
の
望澗
(二)
日
本
費
本事
義
の

耶
嚇
飽
住
格
そ
の
ぜ
い
弱
監
の
弼
醐

(罵
)
日本
に
お
ける
「労股
制
度
」

の
研
死
、日
本
費本
キ
養
の留
檬
性
を

煩
本
中
璃
}殻
に解
絹
ず
る
こと
に
よ

⊃て
、
労
動脅
后
級の
目
を
正し
い
興

践
か
ら
お
Σい
隠
ず
「労
塁

」の
デ

マゴ
ギ
ー
に対
し
て
、か
」
る臆
7
横

は
十
分
許
鯛達
れ
ねは
な
ら
ぬ
と揖
喬

は
考
え
る。
こ
れ
に
対し
て
習看
が

「譜
監
派
」
の騒
な
い
し
飼
回と
し

て
播
摘
ゴ
る
颪は
、
そ
の縦
済
丼
養ご

'あ
る。
誕
第
費本
中
義確
立
の
遇
栂
に

"嘘
謙塗
お
い
て
、「日
本
費
本
キ
義
の

型
」な
い
し
は
「特
殊
豊
」を
把
礫
し

一よ
弓と
ず
る
梅名
な
「醗
堅蟹
」
の代

表
青
の方
法
鵡
は、
歴
題
の継
に
的
発

展
を
籠硯
し
、
そ、
疋
関
理し
て
細濱

思

想

の
熱

.爆

蝿
罐

.ド

嚢

孚
の
生
理
(霊々
白枚の発表)黒
狛
介

・
日
誇

罹

の
特
性
甲鮒
・累

識
籔

鑓

'一

◇認

蜜
4騨

発
展
矯
・欝
郵
臼
詮
轡
鹸
弼

「

◇
革
命
と
嬬
人

麦
葛
藷
よ
り
の襲
)
鶴
見
和
予

一

.齢
●●
・"..翻
開
乙
;"
鱒
器
=咋開
鳳
一曽

賢
●

大
体
、
三
昼
号
の
備
謡
に
眼
を
通
ず
と
、
瀾
代
日
准
に
は

珍
し
く
襲

飽
な

葺
塵
を
と
り
あ
げ
た
惨
晶
が
少
く
な
い
o

儘
藤
永
之
介
茂
の

「累
代
と
そ
の

噂
搬
」
(
瀞
雲
y
聾
、
貴
司

山
滑
氏
の

「
ほ
と
と
ぎ
ず
」
(
田
オ
公
論
)も
そ
う
で
あ
る
9

誕

と
その
一家
'ほ
職
時か
ら
昂
後
にか
け
て
の麗
村
を

扱
つ
た
もの
であ
り
、
「ほと
と
暫
ず
」は
麟
後
の農
地
解

敏
を
微
つた
も
ので
あ
る
。飛
勿
文
雄
氏の
「貸面
蓬

」

(人
闇
》嶽
笹
犠難
の
も
たら
ず
人
間
芭、
似
前
から
膚
ぎ

つ
づ
けら
れ
て
い
るも
の
の
一つ
で
あ
るo

全
く
現促
ほ
ど
日本
人
が政
治
ー
1敵
会
に
冨
摸な
関
囁

を
掩
つ
た
ζ
と
はな
く
、
作
者
は
ど
ん
な小
さ
な問
題
を

或
り
上
げて
も
、
ずぐ
政
治
と繕
び
つ
いて
衆
る
。
おそ
ら

く
多
く
の作
譲
還
は鋤
酔
家
が
「整
㎝と
文学
」
など
と
い

う
テ
ー
マ
をこ
と薪
し
く
と
り
あげ
な
いで
も
(昨
軍あ
た

り
は
、
こ
のナ
r
マ
も甲
々
ジ
ャー
ナ
リ
ズ
ムを
賑
わし
た

噸
交
藝
時

壽

ぶ
こ
と
がで
き
る
であ
ろ
う
。
たが
そ

れは
右
の
よう
な
溜
味
から
、
もは
や

法解
釈
掌
の盟
な
る
一つの
立
場で
な

く
て
唯
一の立
場
な
ので
あ
る
。法
の

本策
の
拝
在の
理
由
をか
え
り
みな
い

で
、
ひ
た
すら
抽
象
鮒概
急
総
眠と
抽

象
晒
な
雌
酌の
分
析
のみ
を
こ
とと
ず

るの
は
、
決
して
法
騨釈
掌
の
本硬
の

傭命
に
麻輿
な
所
以
では
な
い
。だ
が

法
解釈
学
が胤
捧
鮒
な磐
訟
に
おけ
る

裁判
で
は
なく
、
〒個
の科
学
で
ある

隈り
、
そ
の
換求
の
抽
象性
と
鈷
諭抽

出
の
一般
性
を非
難
す
る
のは
必
ずし

も
正薯
で
は
ない
。
科
学
のも
つ
一般

的
抽象
飽
性
格は
法
掌
に
おい
て
も
み

と
め
られ
ね
ばな
ら
ぬ
。
だが
法
の
解

催冤

開●●
、嚇,騰
騨}-鵬-塵

麗
●●
,一゚■鱒

"
朗鱈
8鱒弼
曹
冊";

い
の
か?

と
いう
質
間
が懸
ず
出
る
にち
が
い
な
い9
こ

の
侮
品の
巧
抽
、
眠否
は
別と
し
て
、
い嶺
鑓
出
した
艇
聞

に
対
して
答
え
る
こと
に
し
ょう
。
非
鵠
に分
り
切
つた
閤

題
の
よ
う
に思
わ
れな
が
ら
、腐
遇
さ
れ
易い
こ
と
が多
ず

曽
る
か
ら.

「お
ぼ
ろ夜
の
謡
」は
、
学
能が
同
じ
学
検
の女
の皇
生
を

親
す
ま
で
を喧
い
た
もの
で
あ
るo
讐

のこ
と
わ
り膳
8

によ
れ
は
「あ
る
恥件
に
晒
示
を鶴
て
餌
いた
が
、
事件
、

人
物
と
も
に、
全
く泓
の
仮
樗
の膏
物
」
だそ
う
で
ある
●

そん
な
こと
は
閤
踵で
は
な
い
、と
置
い
た
いの
だ
が
、輿

は
そ
こ
に
も問
噂
の
一っは
あ
る。
こ
れ
に似
た
断
り
繭き

は
氏
の
配
彬
「照
0『
影
」(群
醸
=
月号
)に
もあ
る
。
日本

の襲

が
、し
は
し
は色

な々
八
を、
あ
る
いは
魯
々
な人

の部
分
を
モヂ
ル
に
便う
こと
をし
な
が
ら
、
敢強
飽
な問

騒を
多
く
の
テー
マ
にと
り
あ
げな
か
つ
疋
の
は何
敵
唆　

ヴアン●ゴツボ作「憲哀」

日
本
資
本
主
義
の
手
引
に

内
田
譲
吉
氏
「論
雪
吏
」
に
よ
せ
て

●●四19●●1電1●1「曹●9●●●●
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松

われ
わ
れ
の岡
曲
に
次

か
ら次
え
と
起つ
て
く

る
臼常
の
出聚
事
は
、

瓶
に
一つ
とし
て
資
本

鴫
鴫

p購

鴫

臆
闘

乙=
,樋
騨

襲
た
ち
に
冒わ
ね
ば
なら
な
い
とは
'

噌つ
の
観
念が
.
観
念の
世
謙
を踏
み
出
して
行
爲
を
健

う
と
こ
ろ
に思
想
と
い∋
も
の
が
懐測
つ
げ
られ
る
と
ず
れ

ぱ
、
阿
部
氏
の素
材
に
辮ず
る
心
概え
と
そ
の取
り
あ
げ方

には
、
既
に
噌
つの
行
動が
あ
る
ので
は
な
い
か。
(か
つ

て細
田
民
樹
氏が
「翼
瑚
の暮
」
盆
、石
鮮
薗
三氏
が
「日

薩
の村
」
を
欝
いた
)
。そ
し
て
こ
の傾
向は
臼
本
で
もも

う少
し
発
展
しな
け
れ
はな
ら
な
い
砒会
醐開必然
監
が
あ
る

と眉
わ
れ
る。

阿部
知
=
氏の
侮
品
の系
翻
の
甲で
も
一つ
の
エポ
,
ク

であ
る
こ
と
は否
簸
出
聚な
い
。
耐侮
「鷺
い
膨
」ま
で
、

「死
の花
」
あた
り
か
ら続
い
て
い
たリ
リ
シ
ズ
ム、
感
受

性
のか
よ
わ
さ
と
いう
勤
のが
、
こ
の轡
㎜ご
はふ
0
挑
う

よう
に投
げ
捻
てら
れ
た
。

リ
リシ
ズ
ム
は感
蛤
へ
つ
なが
る
も
ので
詩
を
生む
だ
ろ

う
。が
、
融
交
は
思者
か
ら
出発
ず
る
もの
で
な
げれ
ば
な

ら
ない
。
私
は
日本
に
ー

ひい
て
は
日本
の
交
掌
遭に
、

肉
人
が多
ず
ぎ
る
こと
を
怖
れて
い
る
。侮
家
l
I小
麗
侮

駅
は
少い
。
蝶
の
舌は
も
の
に触
れ
る
こと
で
「感じ
る
」

こ
と
は出
硬
る
が
、彼
女
は
決し
て
思
讐ガ
を
将
つて
い
な

い
ので
あ
る
。

「お
ぼ
ろ夜
の
誌
」は
そ
の
交体
な
ど
に何
ん
の
新し
δ
も

な
い
が
、こ
の
分
析の
方
法
は日
本
で
は珍
し
い
。私
た
ち

が
新
聞
の
ニ
ュー
ス
によ
つ
て頭
の
甲
に蘂
き
上
けて
い
迄

「個
の
人間
と
は
ちが
つ
た
人格
が
ク
ロー
ズ
・
ア
ップ
さ

れ
て
い
る。
そ
こ
に侮
寮
の仕
恥
を
発嬰
ず
る
こ
と
が出
硬

る
の
だ。
確
か
に
考え
ね
ほ
なら
ぬ
闘
題が
提
出
ざれ
て
い

ると
思う
が
ど
う
であ
ろ
う
か?

私
はた
ま
た
ま
観近
説
ん
だ
霜
れ
た人
々
」
と
「お
ほ

ろ
夜
の話
bを
遵
標と
し
な
がら
融
つ
たが
、
私
の熟
べ
た

か
つ
た
こと
は
二
つの
侮
品
その
も
の
では
な
い
。そ
の
膏

後
に
あ
る諸
々
の職
象
に
1

一つ
の
小親
と
数
鯛の
ヱッ

セ
イ
によ
つ
て
逆
に
一贋
目立
つ
て
聚た
日
本
蔓
掌の
欠
階

に
あ
つた
の
た
と
いう
こ
と
を測
つて
贋
営
た
い。(肇
轡
は

●
日
新腸
堂臨
部●
獅
)

圭
謡
の
一般
飽
脇
機
が深
ま
り
つ
」あ

る
こ
と
を物
語
ら
ぬも
の
は
な
い。
労

働
書
は
労働
法
規
の
改醸
や
苗切
り
問

題
を
通
じて
、
農
民は
供
出
闇題
や
拡

大
さ
れ
ゆく
シ
エ
ー
レ償
格
の問
題
を

通
じ
て
、
甲小
商
工
鱒者
は
企
靹整
哺

金
づ
戚
り
の間
魑
を
通じ
て
、総
じ
て

人
民
は
お
のお
の
の
生活
の
う
ち
に窩

機
を感
じて
い
る
。
こ
の禰
で
は
掌虫

活々
も
決し
て
例
外
を
なず
も
の
eは

な
塊

か
つて
は
爵
も
慰ま
れ
た
塊愚

にあ
る
か
の
よう
に
考
えら
れ
て
い
た

τ顧開"

9島開輯「随隠

腸
凹

井

清

掌
生
も
、敗
識
こ
のか
た
齢皐
自ら
の

労
動
に
よ
るの
で
なけ
れ
ば
、そ
の
研

究
を
嗣
けて
ゆ
く
こと
が
困
難な
蓬

にな
つ
て
おり
、
授藁
料
値
上反
対
蓮

動
や
大
学
竜
反対
羅
動
に瑚
わ
れた
掌

生
運
動
の
動回
は
、
掌生

活々
の篇
機

が
黄
本
キ
義の
一般
的
胞磯
の
　つの

あら
わ
れ
であ
る
こ
と
を物
調
つて
い

る。
こ
の
よう
な
時
磯
にあ
た
つて
、

薩く
駐
η桝掌
を
掌
はれ
る猛
鳶
の関

心が
責
本
キ
義と
り
わ
け日
本
費
本圭

義の
研
究
に
同け
ら
れ
る
こと
は
、ま

こ
と
に当
然で
ある
と
い
いう
る
であ

ろ
う。
昨
年
度
に磁
部天
学
の
套
科

掌
研
究会
が
も
つた
蕎

の研
曇
の

う
ちで
「日
本
資
本主
娩
研
㌍
強」
が

鰻
も
多く
の
掌
生
をひ
き
っけ
た
扇巽

を
、
われ
わ
れ
は掌
生
の
閲
にお
け
る

臨
な
る流
行
と
して
片
づ
げ
るこ
と
は

で
きな
い
。
新
に入
掌
き
れた
藷
君
も

恐
ら
く東
都
大
掌
が日
本
箕
本主
穫
の

研
鍔
に
おい
て
占
めよ
う
とし
て
い
る

糖
殊の
地
蛇に
つ
いて
の
朗
待
を
も

ち
、
燃え
る
黙
情
と同
掌
心
とを
以
て

研
究
生活
の
ス
タ
ート
を
切
ろう
と
し

て
い
るも
の
と
慰臓
a
れ
る。

と
ころ
で
日
本資
本
キ
義の
瞬
究
に

入
ろ
うと
ず
る
讃君
が
哀
ず第
一に当

面
さ
れ
る困
麹
は
、こ
の
万
面に
関
ず

る
文
献
が余
り
に
も多
く
、
それ
ら
の

う
ち
で
}俸
ど
れ
が正
し
い
もの
で
あ

る
か
の
翔断
に
薔
し
むこ
と
であ
る
。

秋
山
を
に曹
わ
ず
、
8の
こ
のう
ち
で

も
巽
蕨
な松
昔
と
羅
賀が
あ
る
よう
に

日本
費
本
弔艇
の
分
析
にお
いて
も
、

屋
理
に
と
って
庸
盆な
も
の
と膚
警
な

もの
と
があ
る
。
そし
て
韻
窟
はそ
れ

を彪
分
け
るの
に
鎭
初な
大
へ
んな
困

難
を
感
じて
当
惑
ず
るの
で
あ
る。
も

し
日
本
督
取中
義
研
究の
た
め
㊨正
し

い摺
針
を輿
え
覧
ど
れ郡
紀
ぺ
られ
る

3の
こ
であ
り
、
ど
れ歩
庸
げ
ぬも
の

で
あ
る
か
の翌

の
臨げ
に
な
るよ
う

な
湧
物
が移
在
ず
る
とし
た
な
ら、
新

に研
究
にス
ろ
う
と
ず
る人
達
にと
つ

で
彩
れ
だ
けが
役
に
立
っに
ち
がい
な

一い。
わ
た
くし
蓮
は
かね
か
ね
そう
い

つた
高
物
を探
し
求
めて
い
た
ので
あ

るが
、
霞含
な
こ
と
にこ
れ
豪こ
わ
れ

わ
れ
の
要ぷ
は
堕
一ぜら
れ
なか
⊃た

敗
職
優
二、
三
の解
説
函
が
発行
せ
ら

れ
た
け
れど
も
、
その
何
れ
も謬
った

偏
向
を
践ん
で
い
たの
で
あ
る。

こ
う
いつ
た
哨
即
に内
田
穂菅
氏
の

「日
毒
本
F
義
璽
」
」J答
(}翻

」鋤
版
杜
)が
発
行
せら
れ
た
こと
は
、

新
な
る研
究
の
腿醐
に
と
つ
て腫
め
て

有
澱
潤な
ど
で
あ
ると
い
い
えよ
う
・

長
い
諭
畢の
過
縄
にお
い
て
鶏
濡人
や

虐
交
藁宿
遙
の
手
にゆ
だ
ね
られ
た
研

究
が
、
この
貰
物
の発
行
に
よ
つて
ふ

た
」び
正し
い
軌
遵
にお
き
慮
ざれ
、

若い
研
妃
沓逡
の
指針
と
な
る
こ
とを

希
盟
ず
る
もの
は
、
照
にわ
た
くし
噌

人
で
は
な
かろ
う
。
この
趨
物
の誇
り

うる
特
徽
の
一つ
は
、日
本
賢
本
字義

論筆
の
発
端か
ら
笛
を起
し
て
い
るこ

とC
あ
る
。今
日
多
くの
ひ
と
運
は日

本賢
本
事
醸
ガ枷
の
方
法が
「労
塞

と
「調
廉

」と
に
分れ
、
わ
れ
われ

は
その
何
れ
かの
立
腸
π立
た
な
けれ

ばな
ら
な
い
もの
の
よ
う
に増
え
てい

る
。け
れ
ど
も間
脳
を
靴に
凝
開
ヂる

た
め
には
、
この
麗
観
急
そ
の
もの

が
判砂
せ
ら
れな
け
れ
ばな
ら
な
い。

聖
が
「労
農依
」
と
「融臨
涙
」
に

分
れた
の
は
、覆
衝の
書
藁に
よ
るな

ら
ば
「諭
睾
の
第
二賄
」
に
おい
てで

あ
つ
て博
こ
の
時闘
に
入
ると
蓼

は

ず
で
に
正し
い
愛飽
唯
物
鵡
の方
法
を

失
つ
てい
た
名
預掌
霜
だ
ちは
世
界
を

い
ろ
い
ろ騨
釈
して
窪
た
だげ
だ
が
、

肝
要
なこ
と
は
こ
の世
野
を
璽革
す
る

こ
と
だ」
と
い
つ
マ
ルク
ヌ
の融
馳
に

禽
ま
れた
史
的
唯
物論
の
藩姉
を
な
く

し
た
輸事
は
、
切れ
ば
血
の
にぢ
み
出

る
よ
う
な貰
実
か
ら雛
れ
、次
扇
に
醗

の
政治
に
対
ず
る
一方
的
規足
性
を
芋
=
「月
二
十四
日
頃
、掌
稜
は
、今
迄
の

彊
して
、
政
治
の桐
対
的
独自
腔
と
師
宰
比あ
瑚示
を
無断
で
は
ぎ
と
り、
し

済
へ
の反
僅
用
を
無親
す
る
とこ
ろ
の
か
も
二
+八
日
旧
に
いた
り
、
隼庭
欄

聯
済
束
義に
他な
ら
ぬ
と
い
う鳳
に
穆

環は
敢
携曜
の
槍
間
を廻
ず
る
むね
羅

宿
は
考
汎て
い
る。
ζの
限
り
にお
い
表
し
た
、ざ
ら
に
、
その
頃
自
油会
麟

て
薯

の揖
撤
は
画
めて
明
快で
か
る
記
局
の
処分
反
対
街
頭讐
名
簿
や張
簿

と
い
い
え
よう
。
た
㌘わ
た
くし
が
こ

を盗
ま
れ
た護
件
が
あ
つた
、こ
の
「泥

」で
問
題
にし
た
いと
鳳
う
のは
、
習
睡
」
の
正怖
か
某
敏
捜で
あ
り
、
それ

番の
か
ト
る明
快
な
キ彊
を
い
かに
騒

を見
た
と
いう
掌
生
もあ
る
と
い
うこ

史
的
週郭
の分
析
に
おい
て
具
俸化
し
と
だ
、
こ
の噂
が
か
り
にも
翼
翼
の
}

て
ゆ
く
かで
あ
発

量

塗
糾
象

響
つ
甕
し
か
も
こ
れ
に閲
し
響

「いて
う
ち
毛
ら
れ
た
「謹
霊

」の

の綬

が
と
りれ
な
い
†̀
れ
は
畢

藩
麟辮識
綴
懸
鞭
燃
㈱鰯
轍

鮪縫
膿醍
雛
繕
聯
講
駿
㍑

んな
も
の
だ
ろう
か

}

古

壼二

変
テ
コな
5
件は
こ
れ
だけ
で
は
な
い

三月
=
十
八
日寮
委
樋
長浅
利
君
以下

1林 阯

京大北門蘭
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モ
義
の
餅
究
に応
ず
ず
べて
の
ひ
と
に

課
さ
れ
た
齪
題で
あ
る
。恐
ら
く
この

課
髄
の幾
分
かは
近
く
上梓
を
予定
さ

れ
て
いる
と
きく
本
鵡
下巻
に
お
いて

果
さ
れて
い
る
もの
と
腺わ
れ
、
孟
の

い
み
から
し
て
も下
霧
の
ヒ梓
の
一日

む
早
から
ん
こ
と
を困
む
もの
で
あ
る

(艦
看
は聚
蟹
大掌
経
瀦
攣扇
臓
捜
)

名
に
退
寮
処
分

そ
の
後
の
窟
理
蟹
篶
間

毫

に
対
し費

蜜

、
甕
…
幽

の環
由
で
遜寮
処
分
を
命じ
四
月
十日

「をも
つ
て
寮
修理
の
た
め華

の魁

　去
を掬
令
した
・
物
し々
い器
風
破壌

とは
厳
手
冷破
つ
た
こ
とで
か
り
醤

はイ
タ
ズ
ラだ
し
、
さら
に
「某碧
の

部犀
の
阻
に
くギ
の
土
が
瀦ち
て
いた

から
盗
贈
が
潅
ると
い
つて
疸
い
出
ず

}んで
す
か
ρこ
と
齪
生
の
一入
は
謂
る

さ
らに
、
四
月
一日
力
ら
の賦
蝦
存
ら

け
んと
磁
氣
ごん
で
い
た
掌生
の
魂
に

正
に
三月
=,十
一日
午
薩
八時
、
か
の

欄宗
腸
r
四名
無
麗

の
発爽
が
袈
り

圏
され
た
の
だ
つた

「こ
の前
心
理学
の
本
々
読ん
だ
が
そ

れ
rは
麟
裟
心朗
r
よ
り
艮
心は
ま
ひ

驚

にな
り
観
低鰻
匿
遙
艮
心が
さ
が

る
・:
し
か
し
それ
は
ず
ぐ
良心
の
本

心
の
姿
にな
る
もの
た
…
・諸霜
が
澱

心
に
目
党め
反
省し
て
斌
"
死
ケげ
る

に
驚
つた
こ
と
は
芽呂
た
い
、
い豪
学

按
で
も需
齢
愈
病
が弾
く
隣ぱ
れ
て
い

又
も
や
六

東
都
繊維
に
「蛸毘
の
嵐
」が
吹
き
出

し
て
から
ず
で
に
一ケ
月
、
掌按
側
の

強
引
な
処分
と
、
それ
と
患
る学
生
圓

の
鼠
並
の乱
れ
は
琶ら
に
臓
の烈
し
ざ

を憾
ぜ
さぜ
る
よ
う
苓
ピ
ケ
ソト
Ψ

をひ
い
だと
い
わ
れ
る樫
円
を
入
つた

右の
建
物
、
それ
は
鐸の
う
ら
、か
な

陽
に煽
い
ては
い
る
が
、そ
こ
に出
さ

れ
る掲
示
は
、む
し
ろ
冬の
冷
た
さと

時
代
の
激し
い
動
き
を蟹
々
とし
て
傅

え
て
い
る

同
僚
の
処分
を
前
に当
然
立
ち上
る
べ

窪
は
ず
の
掌生
の
大部
分
が
、「掌
笹
側

の
分
製
を
策し
た
」
とい
わ
れる
掌
襖

の
政
躍
を
一時
簡
に
も成
功
ざせ
か
け

た
と
は
い
え、
全
廻退
掌
を
鴬
悟で
自

治
会
に
踏
みと
㎏
ま
つた
ク
ラ
スが
あ

る

る
…
・新日
本
残
段
0砺
刀
は
知腋
の

凋
ま
れ
た
・…
・」
これ
は
四
月
一日
、

「劇
立
五+
年
の
歴史
を
論
る
縁維
噂

に
}大
角点
を
残
した
」
ζ
と
をな
げ

いて
「新
生
」
の
掌生
を
醜
に
五分
間

の冥
想
を
命じ
た
後
興え
た
國
額

長

の訓
話
、
心理
掌
詣
の
一節
で
あ
る

「良
醐」で
到脇
出
聚
な
いも
の
を
「良

臓
」
の
名
にお
い
て
警
し
て
行
くこ

と
、
こ
こ
に
「鍵

突の
驚
焉
」
があ

る.「今
度
の処
糊
は
薗
チで
童
応
を通

噂せ
うと
ず
る
官蟹
キ
義
だ」
の
跳
数
扱

の
叫び
、
ざ
ら
に
「論
剛湘
数
る
ぺ
き

教
愈
霜が
擢
刀
で非
麹
的
な
も
の
を

途
行す
る
の
はま
さ
π
暴力
と
い
わ
ざ

る
を贈
な
い
」
の立
命
大
某載
鰻
の
薄

翼
を繍
維
騨
の教
擬
蓮
購
どう
い
う
形

で
醍け
と
ろ
うと
い
ら
のだ
ろ
う

「冬來
り
な
ぱ
瀞謝
か
らじ
」五
月
の

隠
く大
陽
を
即9
鐸
る
日も
近
い
「膠

史
は個
人
の
表
塀を
の
り
磁え
て
動
い

て行
く
」
と
6「う
の
が
こ
の闘
固
に
あ

た
えら
る
ぺ
3凹禦
償で
あろ
う
か
(Y
)

ね
晶

繍

に
贈
や

新
し
い

日
本

歴

史

(
上
)
鎧
鵤

伊百
公
夫
●川
上
貫
一他
一一氏

証
勲
い
学
び
方
噂§

議

中

共

の
政

治
は
ミ
つ
行
わ
れ
て
い
る
か

スタ
ー
り
ン
・体
伯
鵠
認訳

十

月

革

命

へ
の

道

敷
鵤

没
落
し
た
ア
プ

レ
・グ
ー

ル

も
ので
あ
る
)嚢

知し
て
い
るこ
と
な
のだ
。
そ
れだ

の
に、
鷺
行
驚
とじ
て
は
醗治
の
表
端
が
、
日常
茶
飯脇

とし
て
と
りあ
げ
ち
れ
るこ
とぱ
あ
って
も
、悶
題
と
して

は
とり
あ
げ
られ
な
い。
お
そ
らく
こ
れ
は
漿
を
含
めて

の
日本
人
書
の
思
考
方法
に
由
楽ず
る
も
ので
あ
ろ
う.

分析
的
な
能
ガの
欠
除
とか
、
恵
索
を瑠
て
て
曙覚
で
物幽

を
処理
し
て
ゆ
く習
慣
と
か、
そ
の
よう
な
も
のが
災
い
ず

る
のだ
ろ
う
.鱒
統
へ
の弦
逆
を
ス
ロー
ガ
ン
にし
て
立
ち

上
つた
は
ず
の
アプ
レ
●
ゲF
ル
の窪

た
ち
さえ
、
見
る

が
い
い、
ほ
ん
の少
数
を除
け
ば
、
如何
に
彼
らか
噸
覚
飽

で
あ
り、
綬
徽な
思
索
には
還
い
もの
で
あ
る
かを
●
一兜

き
わ
ぬて
慰
想
的に
鼻
え
る人
港
え
、よ
く
箆
れぱ
購
鮎
を

も
て
罐ぴ
'てれ
に負
け
てし
譲
つ
て
いる
漿
肖が
少く
な
い

隅
絶弔
一一ヒ
つ
..O,、う短
戸ノr
-

筆レ7

●

野

5
亀'
ζ

亀3
■♪
♪
噛∫
ζ

零一3単P
、
～
一,
、
～
つ
⊃
…
一,
、
～
"D
、
言
曽̀
♪
」
9魎3
一,
、
曽一5一～
ン
～
♪
♪
。一ご
'
♪
曽呵一唖2
♪
軸8
一'
,
㌦.ξ2
♪
噌一一⊃
,
三
ご
2
⊃
.一ご
,
♪
・一8∂
、
噂ノ
か
、
=
一・∂
b

学界の勤き～
嬉
温
凹
す
る
結
核
学
}説

皐
奮
核
璽
恥錘
苗
教
授
談

さ
る
一日
東大
法
楼
窮四
籔

舅で
開
催
ざれ
た
第
=
+四

圃
目本
鯖
鞍
病掌
会
で
「鞘

核
病原
体
は
カビ
類
に近
似

して
い
る
」と
コツ
ボ
の樽

賦薗
学
説
を蝋
向
か
ら
否冠
し
、そ
れ

にた
い
ず
る蹴
大
医
掌部
木
村
部蝿
、

九
大
細
薗
掌
脚田
敏
授
、大
販
凋罵
研

死所
優
田
障
士の
反
対
蓑

に醐

舶を
開
喧
し
、医
難
界
にセ
ン
ゼ
イシ

ョ
ンを
ま
3鶴
し
た
疲大
結
艘
研死
所

慨田
三
郎
激撰
は
、
新学
醗
に
た
いし

左紀
の
ご
とく
語
つ
た。

O

O

O

結彬
爾
は
一八
八
二
年
コツ
ボ
にょ
つ

て
発
舜
ざ
れ
、鷲
別
榮色
法
ド
よら
ね

ば
験
徳
鈍
下で
炎
廃し
樽
な
い
難塾
靴

の同
崎
ど
醜で
処
鯉
した
鵬
台
♂膜
ρ

し
難
い
緯
状薦
で
あ
り、
総
て
の結
核

に関
ず
る環
舗
は
それ
κよ
つて
鞘
ず

け
ら
れ
て聚
た
、
その
碕
多
くの
掌
番

が
ζ
の掌
睨
κ疑
問
斎も
つ
てい
た
、

そ
れ
は
か
、る
方
法
ドよ
り発
葬
さ
れ

た
も
の
が崇
し
て
賠膨
の
眞
の病
腕
体

ご
あ
る
かど
う
かと
いう
こと
が
は
づ

き
り
つか
め
で
いな
い
鰻
駄
さ
に耐
す

る贈
義
であ
る
、
私
もこ
れ
に
た
いし

約
二十
畢醜
か
ら
研
究を
開
娘
し
、昭

和+
六
年以
降
は
ζち
ら
の
研
究断
で

鵯
心に
研
究を
紳
けて
巫
た
。

私
の
行
つた
特
殊
な堀
養
順
に
よる
輿

験の
壇
式
によ
る
と
分裂
薗
と恩
え
な

い、
結
核
閑は
カ
ビ
の檬
に
鷺
糸橡
の

形腰
が
櫻
長し
て
発袴
ず
る
、
発ゴ
し

たら
分
締
をお
こ
し
、そ
れ
が
弊芽
ず

ると
そ
の
分節
部
分
の件
質
が
変わ
り

そこ
で航
峻
往、
液
染
柱
と
い
う
喚

像駄
の
特
色が
あ
らわ
れ
る
、
そこ
で

泓は
こ
の
閲の
分
肺部
分
と
悌撰
部
分

の
歳到
過塩
に
疑
義
をも
つた
。そ
の

精巣
非
抗
酸性
の
部分
に
発
両
力か
あ

幽
、
在
坐の
桔
骸
薦
と通
杵
せ
られ
た

醗分
は
虚房
野
矯
刀ぬ
け
で
そ
の徳
に

変
形
し
たの
く
あ
の病
原
陀
は
むし
(.

非軌
鱒
性の
伸
長
恥分
π
あ
るの
で
は

な
い
か
の̀
砧
訥
を導
8
卵し
た
。

認
験
方法
な
翫
勧r
簡
踊
ごあ
ノて
価

く
期
卵の
材
鶴
を
%黙
の
排列
を
乱
さ
㎝

凍
縁
ヒ
d駈
14て餌
獲
し
騨察
す
Qこ

ζ
L奮
、
含
荷
費

えな
か
っ
ー

か

い̀う
と
、
培餐
徽
存
翼
し
て
オ
「

から
、
分
酢
の部
分
と
伸罠
部
分
が轟

合
し
て
し
ま
い排
列
が全
然
判
らな
か

つた
の
で
、縁
の
曇
口は
焙
養
し
たの

を
その
ま
」ガ
ラ
ス
には
り
つ
げ
るた

膨
それ
だ
けで
あ
る
○

兜
日の
掌会
に記
け
る私
の
掌
説
にた

いし
て
鏡
く
メス
を
入れ
ら
れ
た
のは

東大
の
木
村医
学
部
撰
、九
大
の
雨田

教授
、
大
署
馬
砺
究
所の
胃
田赦
捜

で
あ
つた
が
、そ
の共
鎚
な
事
嘆点
は

髄築
僚
と
抗醐
匹
の
部分
を
分
響し
て

柱蟹
を
比
殿し
な
い
と
いけ
な
いと
ず

る
もの
で
ゐの
、
分
職法
に
翼
して
は

私
も
輔
短
四
によ
る
万法
哨
拗
琿晒
、

レ四掌
鮒
な方
法
な
ど
いろ
く

勾」えた

礁観
翻
盤
緩
郵
一

雁
が
か
る
か
に
蓼
点
が
あ
り
、
こ
の
質

一

問

k
た
い
し
て
は
私
は
純
樫
薦
の
軟
質

一

ピ
あ
る
テ
ル
ー
ル
醇
の
謝

万
作
用
か
伸

」一

提
部
分
に
て
は
兇
ら
れ
騎
黙
に
義
凸
じ

一

紹

縫

難

無

弱

週

も
の
とし
姦

£
げ
た
・

一

こ
の
大金
ー8お
いて
私
は
劣く
の
反
パ
「

多

葱
し
、
心毯

し
で
いた
の
三

コ

問
題
の
核
心
π
ふ
れ
ノ
質
問
の
紘
な
か
一

つ
た
のは
葉

あ
つ
た
し
、露

壁
一

て
い
る
σ

忍
の
学
説
の
今饅
に
輿
え
ろ膨
聾
は、

結碑
爵
理
、兜
疫
ζ
と
にア
レ
ル
ギー

にた
い
ず
ゐ
考え
方
を
再検
酎
ず
喬必

要
か
諺
り
、鯖
咳
、
癩
の珍
断
庁
法も

礎
架
の
繧
な細
幽
掌
困
診断
法
に
よる

訳
に
は
荷
かず
、
ひ
いて
は
轄
核の
治

腰方
伍
も
近
宕將
衆
に
おい
て
農本
的

に駁
め
ら
れね
ば
な
らな
いで
あら
う

蒙灘

米

語

辞

典

久

雄
孟

外闘
の
小
睨で
尉
え
ぱド
レ
フ
ユス
贋
件
は
ゾ
ラに
何
を

露
かせ
た
か
。
モオ
パ
ソサ
ンの
「女の
一生
」は
何
を
テ

塞
マ
にし
た
か?

あ
る
いは
「弱と
潮
」
は
?
「紳
々
の

撹活
』は
?
ー
何
も
外國
の
測
似
をず
る
が
い
いと
は
言

わな
い
。
が
、
外國
で
は
しば
し
ぱ
侮蹴
の
灘
咳
をそ
そ
る

も
の
が、
日
本
でな
な
ぜ
侮寮
の
注
目を
埆
め
な
いか
、.と

い
う疑
問
に
薯

ずる
の
であ
る
.
日本
的
慌
格
、日
准
凹

特醤
、そ
ん
な
鍵
は
も
う止
め
ま
し
よう
。
大分
碗
に
私

は
こ
の新
聞
に
アプ
レ
●ゲー
ル
の
襲
蓮
の
執
拗さ
を
欝

申
ず
る
嘲交
を
爾
いた
こ
とが
あ
り
まず
が
、
今
にな
つ
て

み
ると
そ
の
執
拗さ
は
駆
めて
観
富的
な
、
観
念
の中
だけ

の
駐拗
ざ
だ
つ
だと
瑠
わな
い
わ
け
にゆ
か
な
くな
り
まし

に
。
」腱
、
竹
山道
雄
民
が
-扇
按
宇̀
盗
」
の
甲で
習
つ

て
い
こ
と
と
略ん
ど
司じ
も
の
を
、〆
プ
レ
●
ゲL
ル
の

斎
藤

静
編

鶴
㍊
鰻

臥銘

　細

癬
欝
謹
聾
議
雛
㎜

堂省
一一一

唯
物
諭
研
究
所
刊

 唯
物
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研
究
郵
霰
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